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は じ め に
昭和59年度は,人事面で大きな変動を迎えた年であった。すなわち,59年4月には,
長年文献資料研究室長を務めた上野アキ氏が定年を迎xら れ,ま た主任研究官江上緩
氏が上智大学教授に転出された。空席であった美術部長に柳澤孝室長が就任 し,その
他室長にも移動が及んだほか,文 化庁から三宅久雄主任研究官を迎tZ..,また榊田絵美
子,島 尾新の両新人を徳た。かような大異動は,近 年まれなことであった。一方庶務
課においても,二年間程の短期ではあったが大活躍の久保庭課長が文化庁に栄転し,
代って奈良国立文化財研究所か ら笹山課長が着任 した。最後になったが,長 い間縁の
下の力持ち的役割をよくはたし,研究所にな くてはならない存在であった高成一一雄氏
が,59年10月,不慮の交通1下故でな くなったのは,一 大痛恨事であった。御冥福を祈
りたい。
ここに改めて,去 られた方11の御苦労を謝するとともに,こ の機をとらx.研 究所
が益々新 しい活動に向うよう期待している。
研究面では,当 研究所が特に力点を置いている特別研究のテーマ更新の時期であっ
た。そこで,期 間中の研究成 果をまとめて公表することが大きな任務となっている
が,本年度は,保 存科学 ・修復技術両部の成果として,「石造文化財の保存と修復」
が刊行された。各方面のお役に立つ ことと信 じている。
研究促進のためコンピューターを利用することは,すでに学界の常識であるが,わ
れわれの分野においても,よ うや くその機が訪れようとしている。情報資料部を中心
とした若い所員の熱意は必ずや近い将来大きな成果を生むものと期待される。
国際交流面でも活発な年であった。研究集会は,前 年に引きつづき,壁画(2>をテー
マとした。また所員の海外での活躍 もさかんで,な かでも増田及び伊藤は,それぞれ
ユネスコーイクロム主催のμ堺 的な講習会に講師として招かれた。
東京国立文化財研究所長
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1.沿 革
1.設 立 の経 緯
東京国立文化財研究所は,昭 和27年4月1日発足したのであるが,そ の前身であり
母体となったものは,昭 和5年 に創設された政府機関の帝国美術院附属美術研究所で
ある。
この美術研究所は,大 正13年7月,故帝国美術院艮子爵黒田清輝の遺言により美術
奨励事業のために出揖 した賓金で遺言執行人が選択決定した事業である。すなわち遺
言執行人代表伯爵樺111愛輔は,故 子爵の遺志にしたがってこの資金で行 うぺき事業の
選定を伯爵牧野伸顕に一一任 した。牧野伯爵は帝国美術院長福原錬二郎及び東京美術学
校長正木直彦とはかつてti1方面の意見を徴し,また我が国美術上の必要に照 らして次
の事業を行 うこととした。
(1)美術に関する基礎的調査研究機関として美術研究所を設けること。
② 黒田子爵の作品を陳列して同子爵の功績を記念すること。
㈲ 前二項の目的を達するために適当な建物を造営すること。
(4)事業成立の上は一切これを政府に寄附すること。
,
?
2.年 表
昭和 元年12月 前記の事業を遂行するため委員会が設備され,東 京美術学校長正木
直彦が委員長に就任 し,美術研究所事業について東京美術学校教授矢代幸雄,黒 田
子爵作品陳列について東京美術学校教授久米桂一郎 ・同岡田三郎助 ・同和田英作 ・
同藤島武二及び大給近清,建 築造営について東京美術学校教授岡田信一郎,会 計事
務について遺言執行人打田伝吉を各委員として事務を分掌進行させた。
昭和2年2月 美術研究所準備事業を闇始 した。
同 年10月 東京市上野公園内 に 鉄筋コソクリー ト造,半 地階2階 建,延 面積
1,192m2の建物1棟 を起工 した(本館)。
同3年9月 前記の建物が竣工 したので,美 術研究所開設のため必要な備品 ・図
一1一
沿 革
井 ・写真等の研究資料を設備 し,また館内に黒田子爵記念室を設け,同 子爵の作品
を陳列 した。
同4年5月 遺言執行人代表者樺山愛輔は,建 物 ・設備 ・研究資料等一切の外に
金15万円をそえて帝国美術院長に寄附を願い出た。
同5年6月28日 勅令第125号により帝国美術院に附属美術研究所が置かれ,東 京美
術学校正木直彦が同研究所の主事に補せ られた。
同 年10月17日美術研究所開所式を挙行 した。
同7年1月 美術研究所の研究成果発表機関誌として,定 期刊行物「美術研究」を
創rllした。
同 年4月18日 株式会社朝 日新聞社より明治大正美術史編纂費として本年か ら向う
5か年問毎年5千 円,合計2万5千 円を帝国美術院に寄附したいとの巾出があった。
同 年5月26日 帝国美術院はこの申出を受理した。
明治大正美術史編纂委員会規程を設け,美 術研究所は明治大正美術史の編纂に関す
る事務を行 うことになった。
同9年10月18日毎年10月18日を閥所記念 日と定めた。
同10年1月28日鉄筋 コンクリー ト造,2階 建,延 面積129㎡の書庫が竣工 した。
同 年4月rF1本 美術年鑑」の編纂事務を開始 した。
同 年6月1日 勅令X148-;により美術研究所官制が公布された。
研究資料閲覧規程を制定 し,閲覧事務を開始 した。
同12年6月24日勅令第281号により美術研究所宜制中改正の件が公布され,従 来,
帝国美術院に附置されていたのを文部大臣の直轄に改め られた。
同 年11月29日美術研究所長職務規程,美 術研究所事務分掌規程が制定された。
同13年2月12日木造,平 屋建,延 面積97m2の写真1室 棟が竣工した。
同19年8月10日黒田清輝の作品,並 びに写真原版を東京都西多摩郡小宮村谷間家倉
川{に疎1用した。
同20年5月28日美術研究所の図書 ・諸資料全部を山形県酒田市本町1丁 目本間家倉
庫3棟 に疎開 した。
同 年7～8月 酒田市本間家倉庫に疎開した図書資料を爆撃の危険を避けるため,
さらに酒田市外牧曽根村松沢世喜雄家倉庫 ・観音寺村村上家倉庫 ・大沢村後藤作之
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丞家倉1車にそれぞれ分散疎開した。
同21年3月29日酒田市疎開中の図書 ・諸資料等の東京向け発送を終了した。
同 年4月4日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等が東京に到着 し引揚げを完了 した。
同 年4月16日 東京都西多摩郡小宮村谷間家倉庫に疎開中であった黒田清輝作品並
びに写真原版の引揚げを完了した。
向22年5月1日 美術研究所官制が廃止され,国 立博物館官制が制定された。美術研
究所は同館の附屈美術研究所 となった。
国立博物館に保存修理課発足。同課内に保存技術研究室を置いた。これが保存科学
部の前身である。昭和23年度より専任の職員を配iiriし,研究を開始 した。研究室は
国立博物館本館地下の修理室の一室(66㎡)に設けた。
同24年4月 本年度から科学研究費補助金により光学的方法による美術品の鑑識
に関する研究が開始された。
同25年8月29日文化財保護法の制定に伴い,美術研究所は文化財保護委員会の附属
機関となった。
昭25年9月15日文化財保護委員会事務局設置にともない,保 存科学研究室は国立博
物館保存修理課から文化財保護委員会事務局保存部建造物課に所属換xと なった。
同26年1月31日美術研究所組織規程(昭和26年文化財保護委員会規則第5号)が定め
られ第一一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・庶務室が置かれた。(昭和25年8月29日から
―認 月、_文 化財研究所組織規程(昭_化 財保護委員会規貝瞬 ヲ
が定められ,美 術部 ・芸能部 ・保存科学部 ・庶務室の3部1室 が置かれ,美 術研究
所組織規程が廃止された。
また文化財保護委員会事務局保存部建造物課保存科学研究室も廃止された。
同 年7月1日 芸能部研究室として東京芸術大学音楽学部邦楽科教室2室 を同大学
から借用 し,研究を開始 した。
同28年4月26日保存科学部研究室として,東 京国立博物館構内の倉庫132m2を改造
の うx.移転 した。
同29年7月1日 東京文化財研究所組織規程の一部が改正され(昭和29年文化財保護
委員会規則第1号),東京国立文化財研究所 となった。
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同32年3月22日東京国立博物館構内に木造,外 部鉄網モルタル塗,平 家建,8m2の
保存科学部の薬品庫が竣工 した。
同 年11月30日従来の2階 建書庫のうえに更に1階 を増築3階 建とし,増築分延面
積71m2が竣工した。
同34年4月30日国立文化財研究所研究受託規程(文化財保護委員会告示第14号)が定
められ,こ の年度から受託研究が開始された。
同36年9月16日東京国立文化財研究所組織規程の一部が 改正され(昭和36年文化財
保護委員会規則第1号),従来の庶務室は庶務課となった。
同37年3月31日東京国立博物館構内に保存科学部庁舎(保存科学部実験室)として,
鉄筋 コンクリー ト造2階 建延面積663mzの建物1棟 が竣工 した。
同 年7月1日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が 改正され(昭1和37年文化財
保護委員会規則第1号),新 たに保存科学部に修理技術研究室が置かれた。
同 年7月20日 芸能部研究室は,保 存科学部庁舎の竣工に伴い,旧 保存科学部庁舎
に移転した。
同43年6月15日文部省設置法の一部が改正され(昭和43年法律第99号),本研究所は
文化庁附属機関となった。
同44年8月23日保存科学部庁舎に隣接 して新営される別館庁舎(延1,950.41m2)の起
工式が行われた。
同45年3月25日前記の別館が竣工したので,同年5月26日竣工式が行われた。
同45年4月22日芸能部は,別 館3階 に移転した。
同45年5月8日 保存科学部は,別館の地階NZ階 に実験用機械類の移転据付を終 っ
た。
同45年6月29日保存科学部庁舎の1階の模様替工事に着手 し,同 年10月15口工事が
終了した。
同 年11月2日 所長及び庶務課は,本 館から保存科学部庁舎の1階 に移転した。
(本館は,美 術部庁舎 となる。)したがって研究所の所在地表示は「12番53号」が「13
番27号」に変更された。
同46年4月1日 保存科学部庁舎及び別館の敷地2,658㎡を東京国立博物館から所管
換 された。
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同48年4月12日文部省設置法施行規則の一部が改正され(昭和48年文部省令第6号)
新たに修復技術部が設けられ4部1課 とな り,修復技術部に第一修復技術研究室及
び第二修復技術研究室が置かれ,保 存科学部修理技術研究室は廃止された。
同52年4月18日文部省設置法施行規則の一部が改正され(昭和52年文部省令第10号)
情報資料部の新設により5部1課 とな り,情報資料部に文献資料研究室及び写真資
料研究室が置かれ,美術部資料室は廃止された。
同53年3月20日本館構内の写場等(木造平家建延面積144m2)を取 りこわし,情 報資
料部研究棟 として,鉄筋 コンクリー ト造,地 下1階,地 上3階,延 面積565.95㎡の
建物が竣工 した。
同59年6月28日文部省組織令の改正(昭和59年政令227号)により,本研究所は文化
庁施設等機関となった。
3.歴 代 所 長(昭 和5年 鳶昭和59年)
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(昭 和5.6.28^一 昭 和6.11.24)
(昭 和6.11.25～ 昭 和10.5.31)
(昭 和10.6.1～ 昭 和11.6.21)
(昭 和11.6.22～ 昭 和17.6.28)
(昭 和17.6.29^一昭 和22.8.15)
(昭 和22.8.16～ 昭 和23.5.10)
(昭 和23.5.11～ 昭 和24.8.30)
(昭 和24.8.31～ 昭 和27.3.31)
(昭和27,4.1～ 昭 和28.10,31)
(昭 和28.11,1～ 昭 和40.3.31)
(昭 和40.4.1～ 昭 和53.4.1)
(昭 和53.4.1～ 現 在)
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皿.機 構 と職員
東京国立文化財研究所は,文化財に関する調査研究,資料の作成及びその公表を行
うことを口的として設立 された文化庁の施設等機関である。その機構等は次のとおり
である。
1.機
所長一
?
一庶務課
「庶 務 係課長一 課長補佐一・_会 計 係
一美術部
部長
一芸能部
部長
一保存科学部
部長
一修復技術部
部長
一悩報資料部
部長一一一
一ry三羅
L-一一一 主 任 研 究 官
[響黙 室
研究室
一民俗芸能
研究室
…… 一一 主任研究官
一化学研究室
1一物理研究室
1L生 物研究室
一一 主任研究官
一第一 修 復
技術研究室
一第二 修復
技術研究室
一第三 修復
技術研究室
一文献資料
研究室
一写真資料
研究室
主任研究官
(庶 務 課)
職員の人事に関す る事務 ・職員の福利
厚生に関する事務 ・公文書類の接受 ・
公印の管守及び庶務に関すること,経
費及び収入の予算 ・決算その他会計に
関す る事務 ・行政財産及び物品の管理
に関する事務 ・庁内の取締 り
(美 術 部)
わが国の美術及び西洋美術 ・東洋美術
に関する調査研究及 びそ の結果 の公
表 ・黒田記念室に関する事務
(芸 能 部)
演劇 ・音楽 ・舞踊 ・民俗芸能及びその
保存に関する調査研究並びにその結果
の公表
(保存科学部)
文化財及びその保存に関する化学的 ・
物理学的 ・生物学的調査研究並びにそ
の結果の公表
(修復技術部)
文化財の修復に関する科学的 ・技術的
調査研究及びその結果の公表
(情報資料部)
文化財の研究に関する資料の作成 ・収
集 ・整理 ・保管 ・公表 ・閲覧及び調査
研究
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機構と職員
2.職 員
(昭和60年3月30日現在)
所 属隊 名1氏 名1
所 長
庶 務 課
庶 務 係
会 計 係
美 術 部
第一研 究室
第二研究室
芸 能 部
演劇研究室
音楽舞踊研究室
民俗芸能研究室
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
〃
調 査 員(非)
係 長
係 員
事 務 補 佐 員
〃
技 能 補 佐 員
業 務 補 佐 員
部 長
室 長
主 任 研 究 官
〃
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
調査研究員(非)
室 長
調査研究員(非)
室 長
主 任 研 究 官
調査研究員(非)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ッ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
lLi田 智恵子
羽 田 拠
中 村 茂 子
仲 井 幸二郎
(日本建築史)
(仏教絵画史)
(日本仏教絵画史)
(和漢書道史)
(染織工芸史)
(日本彫刻史)
(日本近世 ・近代絵画史)
(日本近代絵画史)
(日本近代絵画史)
(民俗芸能)
(寺院芸能)
(中世芸能)
(音楽学)
(音楽学)
(日本演劇)
(民俗芸能)
(芸能史)
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機構と職員
所 属 職 名1氏 名1
保 存 科 学 部
化学研究室
物理研究室
生物研究室
修 復 技 術 部
第一修 復技術
研究室
第二修復技術
研究室
第三修復技術
研究室
情 報 資 料 部
文献資料研究室
写真資料研究室
部 長
室 長
主 任 研 究 官
室 長
主 任 研 究 官
〃
技能補佐員(非)
室 長
調査研究員(非)
部 長
室 長
?
?
?
?
?
?
?
?
?
室 長
?
?
?
??
?
?
主 任 研 究 官
研 究 員
事務補佐員(非)
〃
室 長
?
??
?
?
?
?
?
a
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
樋 口 清 治
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
(分析化学)
(同位体化学)
(無機分析化学)
(塗料化学)
(光学)
(計測工学)
(分析化学)
(微生物学)
(応用昆虫学)
(日本工芸史)
(日本工芸史)
(木材材質改良学)
(彩色保存技術)
(日本工芸史)
(高分子化学)
(考古学)
(日本中世絵画史)
(日本彫刻史)
(日本中世絵画史)
(日本中世絵画史)
(中国絵画史)
(日本近世絵画史)
(美術写真)
(〃)
(〃)
o
a
??
ー
?
?
昭和59年度における転退者
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辱所 属障 職 名i氏 名 在 職 期 間 陣
美 術 部
芸 能 部
蠕顯 料
考
技 能 補 佐 員
庶 務 課 長
事 務 補 佐 員
主 任 研 究 官
調査研究員(非)
　
文献資料研究室長
〃
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
???
57.7.1^-59.12.31
58.4.1.60.2.1
55.4.1.60.2.8
22,6.16-60.3.31
59.4.1.60.3.31
44.9.160.3.31
17.11.3^59.4.1
22.6.27^-60.3.31
退 職
文化庁へ転出
退
?
?
?
?
〃
職
3.名 誉 研究 員
●
氏 名1退 騎 艦 名1在 職 期 間 麟 霧 昏
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
美 術 部 長
　
修 復 技 術 部 長
保 存 科 学 部 長
美 術 部 長
美術部第二研究室長
所 長
美術部第一研究室長
情 報 資 料 部 長
美 術 部 長
美術部第二研究室長
芸 能 部 長
情報資料部文献資料
研究室長
情報資料部主任研究
官
5.6.30^・27.8.1
23.5.11^-34.4.15
27.12.1^-44.3.31
27.4.1.49.5.31
27.10.1^-50.4.1
20.5.15^51.4.1
22.10.1^-53.4.1
40.4.1^-53.4.1
21,10.1～42.2.1
20.5.31ハ げ57.4.1
21.2.28ハ ノ57.4,1
18,12.15ハプ58.4.1
28.3.16^-51.4.1
17.11.3-x59.4.1
38.5.1^59.3.31
53.10.18
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
54.10.is
s7.io.1s
〃
58.10.18
59.10.18
〃
昭和59年度における名誉研究員の異動者
氏 名1退 嚇 鰍 名}在 職 期 剛 摘 要
松 本 榮 一1美 術 部 長124・8・31^-27.10.・59.?.2死去
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皿.調 査 研 究
1.所 長
'
(1)日 本建築史の研究
従来よりの継続として行 ってきているものであ って,本年度は引続き平安時代に重
点を置いた。
(2)日 本建築造技法の研究
科学研究費 特定研究「1㌃文化財」の一部 として行ってきた「文化財建造物の構造力
学的研究」のフォR・ ア ップの意 も含 めて行っている研究であって,本 年度は木造
建築構造における貫接合部の力学的研究を前年度にひきつづき行 った。成果の具体的
内容については,修 復技術部の項を参照されたい。本研究には同部西浦忠輝が参加し
たほか,東 京大学教授杉山英男,同 助手安藤直人両氏の協力をも願っている。
(3)文 化財保護制度史研究
従来 よりの継続として史料整理を行った。特に本年度はヨーロッパにおけ る保護制
度史の研究家であるヨキレッ ト氏との意見交換によって,得 る所大であった。
2.美 術 部
(1)概 要
美術部は日本 ・東洋の古美術並びに日本の近代 ・現代美術とこれ らに関速ある西洋
美術についての基礎的調査研究を行い,か つその成果を公表することを目的としてい
る。美術部は二室より構成され,古 美術は第一研究室が担当 し,近代 ・現代美術は第
二研究室の担当である。
研究調査は各時代にわたり絵画 ・彫刻 ・書蹟 ・工芸の各部門について,作 品と文献
史料との両面から実証的に進められてお り,共に基礎となる研究資料の作成 と整理と
に努めているほか,現代美術の動向に関する調査と資料収集をも平行 して行ってい
る。また作品に関し,早 くから実施 してきた科学的な鑑識法を積極的に活用 している
一10一
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美 術 部
のも当部の特色である。さらに情報資料部所員とは研究や調査の面で緊密な協力が行
われている。昭和59年度か らは4か 年計画で情報資料部と共同の特別研究「壁画 ・障
壁画の実証的研究」(代表者 柳澤 孝)が始まり,その関係資料の収集を進 めた。ま
た科学研究費補助金による共同研究としては「日本美術における中世 より近世への様
式展開についての実証的研究」(一般研究(A)代表者 関口正之),「明治前半期の博覧
会,美 術展覧会に関する基礎資料の収集と研究(一般研究(13)代表老 三輪英夫),
「科学的方法による古代中世仏教絵画の代表的作例に対する再検討」(総合研究(A)代表
者 柳澤 孝)の三件があ り,それぞれに成果を収めた。 そのほか他機関との共同研
究による広領域の研究にも参加 している。なお研究員それぞれの研究課題と内容は②
研究調査活動の項に示す通 りである。
研究調査の結果は,第一研究室全員が 編集担当する機関誌『美術研究』(昭和7年 創
刊)やその他の学界誌に発表 し,また笙二研究室が中心とするr日本美術年鑑』(昭和11
年創刊)を発行 しており,また随時単行の研究帳告書も刊行している。そのほか情 報
資料部 との共同で,研究成果の一部を広 く一般の理解に資するため,毎 年1回 公開学
術講座を開催 し,また58年度より若い専門家育成のための夏期学術講座を開催 してい
る。なお黒田清輝の遺産に塞ついて創立された美術研究所,現 美術部は黒田清輝の作
品その他関係資料を保管し,そ の多 くを陳列する黒田記念室は毎週1回 木曜 日の午後
公開 している。
?
第一研究室
日本及び東洋諸地域の古美術について,各研究員が専門とする領域と時代を中心に
調査研究を進め,主 要問題を捉えた共同研究を行い,常に精密な基礎資料の収集に努
めている。 また,科 学研究費補助金による共同研究として「日本美術における中世よ
り近世への様式展開についての実証的研究」(一般研究(へ)代表者 関口正之)に分担
参加した。なお第一研究室の研究員が「美術研究」の編集業務を担当している。
第二研究室
明治以降の日本近代美術に関する調査研究と,これに関連する西洋美術及び日本近
世の洋風美術の調査研究 並びに現代美術の動向に関する資料の収集と調査とを継続
一11一
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して行 っている。 また,科 学研究費補助金により共同研究として「明治前半期の博覧
会,美 術展覧会に関す る基礎資料の収集と研究」(一般(B)代表者 三輪英夫)を行っ
た。 とくに現代美術に関す る調査研究 においては,そ の年度に収集 した資料を整理
し,その成果をr日本美術年鑑』として毎年公刊している。本年度は,昭 和57年の内容
をもった昭和58年版を刊行 し,引続いて59年版の編集に着手した。
また,研 究事業として昭和52年度以降実施 してきた黒田清輝巡回展は当研究室が中
心となって行われ,今 年は10月から11月にかけ広島県立美術館において開催された。
(2)研究調査活動
凋
A.一 般 研 究
1.美 術基準作品の研究
わが国古代中世の美術工芸品のうち,国宝 ・重要文化財あるいはそれに準ずる優作
で,年記銘を有する作品あるいは作者 ・流派 ・様式等を代表するもの等,美 術史上の
基準的作品について詳細に考察 し,併せて文献史料の検討を も加x,美 術工芸遺品の
体系づけに役立てる。
(1}仏教絵画の調査研究
基準作 として有名な教王護国 牟蔵五大尊(5偏)及び同寺旧蔵京都国立博物館蔵十二
天(12幅)について,そ れぞれ詳細な調査を実施した。(柳澤 ・関口)
米国二s‐ ヨーク,パブリック・ライブラリー内スペンサーコレクションの白描図
像類,メ トロポリタン美術館蔵白描図像,ブ リア美術館蔵如意輪観音像等,未 紹介の
図像類や代表的作品の調査を行った。(柳澤)
東京 ・西方寺蔵阿弥陀三尊来迎図の調査及び西明寺三重塔壁画の調査を行った。(関
口)
(2)日本仏教彫刻史研究
鎌倉時代初頭の仏師快慶の様式形成と,いわゆる安阿弥様の伝承についての研究を
進めた。また慶派仏師の在銘作例(静岡桑原薬師堂薬師三尊,修禅寺大 日如来ほか)を
申心に,現 地実査による資料収集に努めた。(三宅)
(3)染織品の研究
1)上 代裂の研究
一1z一
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東京国立博物館所蔵の法隆寺裂 ・正倉院裂の1礎調査を続行 している。(田!一'1)
2)近 世初期染織品及び小袖の研究
米沢市の上杉神社蔵上杉謙信所用服飾類の調査,宮 城県白石市の片倉家伝来服飾類
の調査 ・研究,和 歌山市の紀州東照宮伝来服飾類の調査,日 光II-1輪王 芋伝来の胴首三
領の調査 ・研究を昭和58年度に引続き行った。(田3'Y)
3)ア イヌ染織品の調査 ・研究
室町時代以降のわが国染織品に関連が多く,また原始的要素が濃厚に残 っているア
イヌ染織品について,昭和58年度に引続き調査 ・研究を続行 した。(田實)
4)東 京芸術大学美術学部中野政樹代表者の科学研 究費補助金の「日本工芸基礎
資料集成とその技術に関す る研究」の分担 者 として,昭X1158年度に引続き染織品の);
礎資料調査を行 った。(田實)
2.科学的方法による材質と技法の研究
X線透過法,赤外線写真,紫 外線螢光法,双 眼実体顕微鏡,赤 外線テレビ等を用い
た科学的方法により,わが国美術工芸品の材質 ・技法 ・構造などを明らかにする。
(1)古代中世絵画の材質技法に関する研究
1)法 界寺阿弥陀堂四天柱絵の調査研究
特別研究の一環として,赤 外テ レビカメラによる調査を実施した。(柳澤 ・関口)
2)真 言八祖行状図の調査研究
汚損や補修の著しい行状図8幅 について,前年度に引続き科学的方法を援用して調
査を実施し,一部の考察を発表した。(柳澤)
3)鶴 林寺太子堂壁画と四天柱絵の調査研究
太子堂は仏後壁表裏並びに四天柱絵は甚 しく黒化 し,図様が判別 し難いのに対 し,
赤外線テレビカメラによる大掛な共同調査を実施 し,成果を収めた。(柳澤)
② 金銅仏の材質技法に関する研究
東京国立博物館が実施 している法隆 芋献納宝物特別総合調査のうち,γ 線透視撮影
他の方法を用いた四十八体仏の材質 ・鋳造技法などの調査研究に参加 した。(三宅)
㈲ 伝統的染織技術の調査研究
昭和56年10月末に修復が完了した}'倉家伝来小紋胴服(電文)の復元に山辺知行氏,
長板中型染の松原四兄弟,共 立女子大被服研究室との共伺研究でII;;和58年以来続行 し
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て来たが今年度に仕立も完了した。日光山輪王寺伝来胴着三領の修復 ・復元メンバー
は,片 倉家伝来小紋胴服の修復 ・復元と同一で,一 領の修復は昭和57年度に完了,二
領の復元も今年度完了 した。また日本工芸会で昭和53年度から続けている東京国立博
物館蔵「白地風景模様茶屋染帷子」の復元も今年度は7年 目に入 り下絵 が完成 した。
(Ⅲ實)
3.美 術様式とその伝播の研究
わが国美術工芸に見 られ る様式の展開と系統を,イ ソ ド・中国 ・朝鮮や西洋諸地域
など諸外国にその源流を探 り,その影響と受容の様相を明らかに位置づけると共に,
国内における史的展開を体系化する。一方,日 本以外の外国各地の美術に関 してもそ
れぞれ様式的検討を行 う。
(]1仏画における大陸影響に関する調査研究
鎌倉時代仏教絵画の様式研究に資するため,米 国ボス トン美術館蔵陸信忠箪十六羅
漢図(16幅)の調査を行った。(柳澤)
② 現存する中国絵画の包括的再検討と国内国外における補足的調査
東京大学東洋文化研究所戸田禎佑教授を代表とする共同研究に参加 し,写真資料に
よる検討を加えた。(柳澤 ・関口)
(3)1=1・中美術史特に書道史の研究
1)来 舶書画の研究
江戸時代には,和 漢の書蹟並びに絵画の類について研究批評鑑賞し,これを記述 し
た宵画記の類をつくった学者や趣味人 も少なくない。これらは今 日でも和漢魯道史や
一般には東洋芸術史の研究者に益すること少なくないものであるが,梅堂浅野長iの
r漱芳閣書画銘心録』はその尤なるものである。その銘心録の萌芽ともみるぺきr墨華
塾書画銘心録附本朝書画銘心録』(文化財研究所蔵)を研究し,こ れを美術研究誌上に
発表 し,且つ本文(索引を附した)も鉛印して学界に提供 した。その研究の中で特に中
国画の模本作成に関する興味ある事例を指摘 した。(田村)
(4)パー ミヤーン壁画の研究
先年に引継ぎ,成城大学調査隊によるバーミヤーン壁画の共同研究に参加 し,報告
書作成のための作業を続行 した。(柳澤)
4.作 家 ・流派及び美術団体の研究
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著名な作家の伝記 と作品,作 家の属する流派や美術団体の活動などを網羅的に調査
して,実体を明らかにする。
(1)日本近代美術基礎資料の研究
近代美術に関す る未発表の宛書簡研究を継続 して行い,林 忠正宛書簡の解読及び内
容の検討(三輪,情 報資料部米倉 ・鈴木),黒田清輝宛書簡の解読と関連資料の研究を
進めた。(三輪 ・榊田)ま た,明治期に刊行された雑誌資料の調査研究を行 った。(佐
藤 ・榊田)
② 日本近代作家研究
1)近 代洋画家研究
無田清輝,久 米桂一郎,岡 田三郎助,満谷11<7四郎ほか白馬会,太 平洋画会系の作家
の画歴及び作品の調査研究を行 った。(三輪・榊田)ま た,久 米桂一郎自筆文献を調査
し,主要文献を編集1二ll行した。(三輸)
2)近代 日本画家研究
村上華岳,入江波光,狩 野芳雄の作品の調査研究を行った。(佐藤)
(3)昭和初期美術団体に関す る研究
昭和初年から戦前に至 る美術団体の資料を調査 し,その動向,特 性を研究した。(佐
藤)
●
B.特 別 研 究
「壁画 ・障壁画の実証的研究」(研究代表者 美術部長 柳澤 孝)(4か年計画の初
年度)
本研究はわが国古代 ・中世 ・近世にわたる社寺建造物等の内部を飾る壁画 ・障壁画
を研究対象とする。これらの中には画面の剥落や槌色等の劣化著しいものが少な くな
く,よって科学的な鑑識法による詳細な調査を実施し,それぞれの材質や技法及び様
式的特色を明らかにすると共に,文 献的考察をも加え,そ れらの美術史的位置づけを
行おうとす るものである。本年度は先年来実施 してきた赤外線テ レビカメラによる法
界寺阿弥陀堂四天柱絵の調査を完了し,顕著な成果を収めた。
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C.科 学研究費
「科学的方法による古代中世仏教絵画の代表的作例に対する再検討」(総合研究(A)
研究代表者 柳澤 孝,研 究分担者 秋山光和,田 口榮一,百 橋明穂,山 崎一雄,
三浦定俊)
本研究は日本古代中世仏教絵画の代表的作例のうち,様式や技法並びに図様の上で
問題を含む以下の諸作品を取上げ,科学的方法による詳細な調査と撮影を実施 し,も
って従来の諸説に対 して再検討を加えようとするものである。
1.京 都国立博物館蔵(旧教王護国寺蔵)十二天(12幅)。本図は一般 に大 治2年
(1127)の制作とされてきたが,近年十二天のうち梵天・風天の2幅は大治の焼失以前,
長久元年(1040)の作と見る説が提示された。 これは平安後期における仏教絵画の様式
展開を縄る問題に極めて重要な関連をもつことから,この説を検討するため精密な調
査を実施した。
2.教 王護国寺蔵五大尊(5幅)。本図 も前記十二天と同時期に制作されたもので,
従って十二天の様式技法の検討には本図をも併せ考える必要があり,そこで五尊につ
いて同様に赤外線写真やX線透過写真などによる周到な調査を行った。
3.鶴 林寺太子堂壁画並びに四天柱絵。 天承3年(1112)の建立という太子堂は堂内
の大部分を彩画で荘厳 されていたもので,しか し薫煙で黒化 し,図様の弁別も容易で
ないのが現状である。壁画や柱絵の一部に関 しては既に紹介されているものの,何 れ
も充分とはいえないため,今回は四天柱絵に重点をおき,そ の全面にわた り赤外線テ
レビカメラによる調査を実施し,数多くの新知見を得 ることができた。
「日本美術における中世より近世への様式展開についての実証的研究」(一般 研究㈹
研究代表者 関口正之,研 究分担者 宮 次男,米 倉辿夫,鈴 木廣之,島尾新,三 宅
久雄,田r子,鶴 田武良,田 村悦子)
本研究は,絵 画 ・彫刻 ・工芸 ・中国美術の四つの分野か ら調査研究を平行して行 っ
た。絵画班は,先 ず説話表現の様式展開を検討するために八幡縁起絵の諸本,法 然伝
絵の諸本,拾 遺古徳伝,西 明寺三重塔壁画を調査 した。また,中 世から近世にかけて
絵画の主題 ・図様を伝播させた扇面画形式に着 目して式部輝忠筆扇面画60面(東京 ・藪
本家蔵)他を調査して資料収集に着手 し,次いで,同一主題の作例を比較 して表現 の
広が りを考察する例として天神図をとりあげ,古 熊神社蔵天神図他を調査した。さら
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に中世から近世にかけての時期を生きた一人の画家を通 してこの時期をとらxるため
に岩佐又兵衛の作品を調査研究した。以上のことと平行 して,大画面作品の遺例に乏
しいこの時期の様式展開を探 る手段 として画中画資料の収集と研究を開始 し,個l」の
資料を様 々な角度からの検索に応 じられるようにパーソナル ・コンピュータを利用 し
た資料整理に着手した。彫刻班は在銘像を中心に基準作品を検討するため愛媛 ・太山
寺の諸像をはじめ,静 岡 ・長源寺の薬師三尊像,滋 賀 ・円福院の釈迦如来坐像,大
阪 ・北十万の阿弥陀如来立像,熱 田神宮の仮面その他を調査した。工芸班は重要作品
である片倉家伝来小紋胴服,伊違家伝来羅沙陣羽織を調査するとともに,中 世末に制
作された染織品をアイヌの染織資料の中に見出すために北海道開拓記念館,旭 川市立
郷f一資料館,小 樽市博物館,釧 路市立郷一f:h!t物館において保管資料を調査 した。中国
美術班は大阪 ・橋本寡や長崎地方所在の舶載中園絵画遜蹟関係資料を調査 し日本絵画
書蹟へrt,た影響を考察するための資料を収集することができた。
「明治前半期の博覧会,美術展覧会に関する基礎資料の収集と研究」(一般研究(B)研
究代表者 三輪英夫,研 究分担者 佐藤道信,榊 田絵美子)
本研究は転換期美術としての特性をもつと考えられる明治前半期美術の動向を体系
的かつ正確に把握するために,こ の時期の内外博覧会,美 術展覧会の基礎資料を収集
し研究す ることを目的に,本年度は計画調書に記載 した計画に従い下記のことを行っ
た。
1.第3～5回 内国勧業博覧会に関する文献を内閣文庫,大 阪府立図書館等で調査
し,その出品図録を基に日本画,洋画,彫 刻,工 芸の分野別に全授賞者及び審査官を
含む主要作家の出品作の リス トを作成 し,カー ド化 した。また,こ れらの作品に関す
る文献及び図版等を当時の美術雑誌及びその後の展覧会カタログ等から検索 しカー ド
に記載した。
2.明 治美術会の第1～5回 までの初期展覧会の出品リス トを整理 し,作家別に出
Iiq作をカー ド化し,上記内国勧業博覧会と同様の資料整理を行った。
3.上 記内国勧業博覧会,明 治美術会展の出品作の現所蔵先を調査し,従来末調査
のものから優先的に,広 島県立美術館,京 都国立博物館,東 京芸術大学をは じめ各所
蔵先において作品の調査及び写真撮影を行い,分類整理した。
4.日 本参加の万国博覧会については文献調査に着手し,数点の出品作については
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調査及び写真撮影を行った。
5.1二記のことを併行し,研究分担領域においてこの時期の出品作の主題や作風の
推移についての検討を行い,と くに変動の顕著な明治20年前後に焦点をあて総合的な
研究を行った。
これらの調査研究により,明治前半期の美術の動向が従来の主要作家研究だけの視
点とは異なって,より具体的かつ体系的に動向の特性を把握することができつつある。
`
3.芸 能 部
(1)概 要
芸能部は,日本の伝統芸能に資するために必要な基礎的研究を行 うことを目的とし,
汽il劇研究室 ・音楽舞琵前研究室 ・民俗芸能研究室の三室より構成されている。芸能部の
研究日標 としては,諸 芸能の理念 ・構造 ・技法及びその継承保存に関する研究などが
あり,その研究に必要な資料の収集 ・整備及び記録の作成のための撮影 ・録音 ・録画
などの作業を行 う。また研究の結果は刊行 ・夏期学術講座 ・公開学術講座などによっ
て公炎する。
本年度は,共 同研究 としては「狂言の技法の研究」「民俗芸能の民俗的基盤の研究」
「民俗芸能伝承方法の研究」「民謡の研究」「話芸 ・寄席芸の研究」の課題に対して,研 究
員が2,3名ずつ組んで調査を行った。また特別研究として,今年度から4か年計画で
「伝統,:1.能の保存組織のあり方の研究」を行 うことにな り,研究員全員で調査研究を行
った。 科学研究費補助金による研究としては,「東アジア文化圏からみた沖縄舞踊技
法の特質とその舞踊譜化の研究」(一般研究(B)研究代表者 三隅治雄)と「遠隔地に残
存する悔過会の調査研究」(一般研究◎ 研究代表者 佐藤道子)が行われた。そのほ
か,各研究員は個hに 研究課題を選んで実証的な研究を行 った。
以is,各研究員による共同 ・各個の諸研究はいずれも文化財行政に直接間接に寄与
する基礎的な調査研究であると同時に,わが国の芸能研究を推進せしめ,日本芸能学
の樹立に貞献する基盤となる重要な研究である。
また,月例の研究会活動 として,各研究室ごと,あ るいは複数の研究室共同で,外
部の研究者 ・奏演 者を まじえての研究集会をひ らいている。本年度は「能楽技法研究
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会」「二月堂研究会」「長唄正本研究会」「民俗芸能研修会」を行った。また,昨 年に引続
き,一般研究者や芸能研究を志す学生を対象としての夏期講座を7月9日 から4日間
行 った。本年のテーマは「悔過会とその周辺」であった。また,恒例の公開学術講座は
12月6日に「民謡の技法」のテーマで,朝 日ホールで行った。
●
演劇研究室
演劇研究室は,日 本古典演劇について芸能学的 ・演劇学的に調査 ・研究を行い,ま
たこれ ら諸芸能の周辺にあって,伝 統芸能の成立に深い関係をもつ諸分野についても
調査研究を進めている。
本年度は,個 人研究として「寺院行事の研究」を行い,共 同研究 として「狂言の技法
の研究」を行った。また科学研究費補助金による研究として「遠隔地に残存す る悔過会
の調査研究」(一般研究(C)代表者 佐藤道子)についての調査 ・研究を行った。
音楽舞踊研究室
日本の音楽と舞踊について,芸能学的 ・音楽学的な調査 ・研究を行い,こ れ ら伝統
芸能の成立に深い関係を持つ周辺分野についても,調査研究を進めている。
本年度は個人研究として「邦楽用語の研究」「声明の音楽的研究」「義太夫節の音楽的
研究」を行った。
民俗芸能研究室
全国各地に分布伝承する民俗,t!・能を対蒙とし,それ らの芸能の保存 ・活用に資する
ために必要な研究を行っている。本年度は,個 人研究として「田楽芸の研究」を行い,
共同研究として「民俗芸能の民俗的基盤の研究」「民俗芸能伝承方法の研究」「民謡の研
究∫話芸 ・寄席芸の研究」「狂言の技法の研究」を行った。
(2)研究調査活動
A.一 般 研 究
1.寺院行事の研究
寺院行事が内包する多種多様な要fの 中から芸能的要素を抽出し,各宗派にわたる
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総合的比較研究を行い,そ の変遷 ・分化をあとづけることを一.し た日的とする。本
年度は,「弘法大師1,150年遠忌」に関わる諸法要の実地調査を金剛峯寺において行い,
み し ほ あんちんか こくほう
延暦寺「御修法」に修される六十年一会の「安鎮家国法」の実地調査を行った。
また,別 記科学研究費補助金による研究と関連 して,東北地方 ・中国地方西部 ・穏
岐島等遠隔地に残存す る悔過会の調査,若 狭神宮寺 ・新潟無為信寺の所蔵史料調査 ・
撮影,各 種文献による仏事法要の分析研究を行った。(佐藤)
2.能 の演出史の研究
能の演出面の変化を,詞 章面だけでなく面 ・装束 ・難子などの構成要素全般の変遷
をたどることによって考えようとした。今年度はく開口〉について考察 した。(松本)
3.邦 楽用語の研究
邦楽の用語は,分野 ごとにまちまちな使われノJをしている。本研究は,そ れらを総
合的に把握 ・整理して,同 語異義,異 語同義などの様相を明らかに し,新しい川語体
系の確立に資することを口標とする。本年度においてもその一部を達成 した。(蒲ノ1)
4.声 明の音楽的研究
仏教音楽の声明にも,宗派とは別に,い くつかの流派があるので,そ れらを広 く比
較して,各 流派の音楽的特質を明らかにするとともvc,他種口の音楽との影響関係も
追究した。(蒲生)
5.義 太夫節の音楽的研究
義太夫節の地合の音楽構造を解明するため,現行山を採譜分析 し,本年度は主にマ
クラの部分について研究した。(山田)
6.田 楽芸の研究
田楽芸を機能的 ・形式的に細分類 してみることによって,Ⅲ 楽芸の構造を明らかに
するための調査研究を行 った。(中村)
7.民 俗芸能の民俗的基盤の研究
芸能を,そ の行われる季節 ・場所 ・参加者(演者 ・観客を含む)などの面か ら取 りあ
げる連続した研究の一環として,「道中の芸能」に関する調査研究を行った。(三隅 ・仲
井)
8.民 俗芸能伝承方法の研究
各種民俗芸能の伝承方法について資料の収集 ・分析を行った。(三隅 ・中村)
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9.民 謡の研究
日本の民謡の研究において,民謡の芸謡的要素を無視してはその全き姿をとらえる
ことができないという観点 より,上代か ら近世に至る口本の民謡伝承の上に占める芸
謡の位置を究明する目的をもって,前年度に引き続き近iiヒ歌謡の分析を行い,あ わせ
て童歌の,特に遊戯歌の芸謡的要素についての調査研究を行った。(仲　一・三隅 ・中村)
10.話芸 ・寄席芸の研究
落語を主として話芸 ・寄席芸を対象とする近世芸能の研究を安原コレクション邦楽
レコー ドの整理を通じて続行中である。(三隅 ・仲井)
it.狂言の技法の研究
31:,の「型」,とくに狂ii小舞の動作単ノ己を整理 ・分類する作業を続行し,流派間の
異同 ・能の動作単元との比較等の調査を行い,和泉流における小舞の動作単元一覧を
作成 したのに続いて,大蔵流の動作単元一覧を1/ll成した。(羽田 ・松本)
B.特 別 研 究
「伝統芸能の保存組織のあり方の研究」(4か年計画の第1年 次)
人から人への技芸の伝達によって保存が可能になる伝統芸能にあっては,そ の伝達
を正確,か つ強周に行わしめる保存伝承組織の確立が望まれる。そのため,過 去の伝
承組織の諸相を考察し,また現に各地にある保存会 ・養成会 ・愛好会等の実態を精査
し,それらの分析を通して,伝統芸能の,文化財としてのより完壁な保存組織のあ り
方を研究する。本年度は民俗芸能を対象とし,その各地の組織の現状調査を行った。
C.科 学研究費
1.「東アジア文化圏からみた沖縄舞踊技法の特質とその舞踊un化の研究」
(一般研究(B)研究代表者 三隅治雄 研究分担者 琶lll保栄治郎)
わが国の伝統芸能の一翼を占める沖縄の舞角勇は,そ の歴史的,地 理的状況から,周
辺の中国大陸 ・東南アジア ・太平洋諸島群との交流を深めて,独特の様式 ・技法を確
立するに至った。本研究ではそうした洌1縄舞踊の技法を,網辺諸国の舞踊と比較 しな
がら分析を行い,そ の汎アジア的特質を解明するとともに,そ の技法の舞踊譜化を実
現させようとするものであるが,本 年度においては,沖 縄の占典舞踊の技法を,沖縄
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在住の多数の伝承者を流派別に選んでビデオ撮影 した。また,イ ンド・タイ ・韓国の
各民族舞踊のビデオ撮影 も行い,沖縄のそれとの比較分析を行った。
2.「遠隔地に残存する悔過会の調査研究」
(一般研究(c)研究代表者 佐藤道子,研 究分担者 松本 雍,永 村 真)
全国に残存する悔過会事例の中,こ れまで未調査であった遠隔地の調査を行 うこと
により,悔過会伝存の現状を把握 し,文献史料の分析と併せて,悔 過会についての集
約的考察を行 うことを目的とした。目的に従って東北地 方一円,近 江湖北 ・湖ri-一
帯,岡 山以西の瀬戸内一帯,穏岐島等の調査を完了し,以上によって悔過会残存の状
況をほぼ全国的に把握す ることができた。目下悔過会の意義や史的展開をあとづける
作業を行いつつあり,その成果の一部を芸能部夏期学術講座において発表した。
`
4.保 存 科学 部
(1)概 要
文化財の材質 ・構造に関する科学的研究,並 びに文化財のおかれている保存環境の
白然科学的研究を行い,これ らを基礎として文化財の保存に関する技術的研究を行っ
ている。研究成果は文化財の指定 ・保存対策 ・修復処置の基礎資料として役 立てられ
ている。また文化財の年代測定 ・産地推定の研究も手掛けている。
研究組織は,化学研究室,物 理研究室,生 物研究室の3室 から成 っている。調査研
究の結果は,修 復技術部と共同の機関誌「保存科学」により公表される。
修復技術部との共同研究である,特別研究「石造文化財一石及び類似材料 の保存と
修復に関する科学的 ・技術的研究」は最終年次(第8年次)として,研 究成果をまとめ,
報告桝の出版を行った。
受託研究は修復技術部 と共同の「国宝,重文日光社寺建造物に関する研究」を行った。
科学研究費「彩色文化財の劣化と保存に関する実証的研究」(試験研究(1))は,修復技
術部と共同で各担当者が分担課題について調査研究を行 った。(36頁参照)
6
化学研究室
文化財及びその保存に関する化学的調査研究(分析化学的調査研究を含む),並びに
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その結果の公表を職務としている。
内容 としては,微量分析,非 破壊分析,同 位体分析によって,主 として無機物質の
材質とその劣化に関する研究 原料産地に関する研究を行 っている。
o
物理研究室
文化財及びその保存に関する物理的調査研究並びにその公表を職務としている。具
体的には,文 化財の材質 ・構造を知るために,γ 線 ・X線 ・紫外線 ・赤外線などを用
いた非接触的な手法を開発し,応用する研究を行 っている。
また,展示 ・収蔵 ・梱包輸送などの保存環境に関し,温湿度 ・照明 ・アルカリ汚染
因子などが文化財に ケえる劣化の影響を把握し,劣化を防止す るための研究とその応
用を行 っている。
生物研究室
文化財及びその保存に関する生物学的調査研究とその公表を職務としている。文化
財の生物(微生物,昆虫等)による被害の実態調査,生物劣化要因並びに劣花機構の調
査研究,加害生物防除法の研究並びに開発を行いこれを実践している。
(2)研究調査活動
A.一 般 研 究
1.文 化財の材質 ・構造に関する研究
(1)X線 分 析
1)螢光X線 分析
青銅器,建 築彩色,ガ ラス絵,腐 食生成物等につき主として非破壊的方法により,
試料を採取できた ものに対 しては,X線 回折分析を併用して材質を分析 し,技法 との
関連を調査 した。(江本)
2)可搬式X線回折装置による非破壊的材質調査
顔料,さ びの基礎データの蓄積,絵 馬等による非破壊測定の検討。(江本 ・門倉)
(2)鉛同位体分析
昨年度に引き続き,新 たに300点余の資料を測定した。 この中には次のような資料
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が含まれる。
1)大 源太遺跡出土変形四獣鏡
古墳時代前期の彷製鏡であるが,鉛は舶載三角縁神獣鏡 と同じ同位体比を示 した。
2)愛 知県朝日遺跡出土銅滴(愛知県教育委員会)
弥生時代末期の遺跡から出土した非常に珍 しい資料である。完全な金hf光沢をも
ちほとんど純銅に近い化学組成をもつ。この中に含まれる鉛は中国北部の産である
ことが確認された。弥生時代のi奮f銅原料の出所についての大きな手揖か りとなるも
のとして貴重である。(馬洲D
(3)X線・γ線撮影
1)法 隆寺献納宝物特別調査 一東京国立博物館一
金銅仏調査に参加し,γ線による構造調査,非 破壊的螢光X線 分析による材質及び
製作技法等の調査を行った。 γ線透視撮影の結果をもとに「法隆寺献納宝物特別、,II,」査
概報V金 銅仏1」(昭60.3,東博)が刊行された。(三浦 ・石川 ・江本)
2)文 化財指定のための基礎調査
文化庁の依頼で基礎資料作成のためX線 ・γ線透視による構造 調査 を行 った。(石
川 ・三浦)
金銅仏 薬 師 寺(石川)
一 乗 寺(兵庫)
木 彫 新 光 明 寺(静岡)
安 養 寺(奈良)
八葉蓮華寺(大阪)
3)r線透視撮影法の定量化
薬師三尊像
観音菩薩像
阿弥陀如来立像
〃
〃
金銅仏などの青銅製品を透視撮影する時の鉛スクリーンの効果,フ ィルムの選択に
ついて基礎的な検討を行い,0.1～0.3㎜厚の鉛箔スクリーンと工業用X線 フィルム
(IX100)の組合せが最適なことを明らかにした。(三浦・群馬高専 呉屋充Illf氏と共同
研究)
(4)そ の 他
1)漆 の採取時期との漆の組成及び性状 との関係の研究
丹波の漆かきの方の協力で,漆 液の採取直後の成分,性 質を調査している。(見城)
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2)鉄 製文化財の劣化に関する研究
主 としてX線回折,X線 マイクロアナライザーにより,鉄錆の分析を行い,錆 の種
類と生成条件について,出 土鉄器の錆を中心に錆の生長過程を追求している。(門倉)
3)油 彩画に対する紫外線の応用
特に色別,材 質別の反射率について実験を行った。(石川 ・橋本)
4)リ モー トセンシングの文化財への応用
墨再土器の字の判読は赤外線テレビカメラを用いても難しいが,適 当な分光画像処
理をすることにより鮮鋭度が増すことを確かめた。(三Dili)
2.文 化財の保存及び展示環境等に関する研究
(1)施設内の環境調査
一r-.として展示窒,収蔵庫内の温湿度,照 明等の環境の測定 ・施設のシーズニングの
検討を行い,展 示,保 存環境としての適否に関しモニター等を用いた調査を実施して
いる。(江本 ・見城 ・石川)
岩手県立博物館
鋸南町民俗資料館(菱川師宣記念館)
神奈川県立近代美術館
鎌倉国宝館
岐阜市博物館
宇治市歴史資料館
向日市文化資料館
② 建造物内陣壁画保存環境調査
(岩 手)
(千 葉)
(神奈川)
(神奈川)
(岐 阜)
(京 都)
(京 都)
京都:二条城二の丸御殿大広間四之間において,襖絵に対する温湿度,日 照,紫 外
線に関する影響を測定 し,轡院内の保存環境条件を解析し国際 シンポジウム(東文研)
に報告した。(見城)
(3)光モニターの関発
文化財の劣化に与える照明の影響を,学 芸員が簡便に評価できる光モニターを開発
し,応用 している。(見城)
(4)低照度下における高演色性光源の試作に関する研究。
現在全国の展示に用いられている無紫外線螢光灯は,4500Kのもので200^-300ルッ
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クスの雰囲気での演色性は優れているが,低 照度下においての演色性は,決 して優れ
てはいない。 したがって,3000-一一3200Kの無紫外線の新型螢光灯を開発中である。
(石川)
(5)展示環境におけ る海塩粒子の挙動
海に近い資料館において,展示室内に侵入する海塩粒子の測定を行った。開館前で
は,展 示室内で外気の約1/100,ケース内ではそれ以下であった。(門倉)
3.文 化財の生物劣化とその防除に関する研究
(1》実態調査と防除対策
文化財に被害を及ぼす生物(微生物,昆 虫等)の実態調査を行い,被 害の状況に応じ
た防除対策を検討 して助言 ・指導を行っている。木年度は,下記の調査と防除対策を
雲施 した。(新井 ・森)
1)国立国会図書館が所蔵するビルマとの交換図書に加害虫が認め られ,そ の被
害状況の調査と防除処理を実施した。(新井 ・森)
2)気 象庁の図書資料管理室では,書 庫で作業を行うとかゆみを覚える職員が多
いので,そ の原因究明を依頼された。書庫で試料を採集し,その対策を助言し
た。(新井 ・森)
3)文 化庁美術工芸課から長岳寺蔵の重文木造阿弥陀如来像に発生 したカビの調
査を依頼され,送 付を受けた試料からカビを分離 ・同定し,その結果と防除対
策を提出した。(新井)
4)奈 良県教育委員会文化財保存課から,唐招提寺新収蔵庫の漁蒸に際 し,壁体
に用いられているシポレックスに対する偲蒸剤の挙動の調 査 を依頼 されたの
で,シ ポレックスのガス透過性,吸 着性,蒸 散性及び漁蒸方法を実験検討 して
報告した。(新井 ・森)
(2)生物劣化と防除法の研究
文化財に発生す る生物起因の劣化要因と劣化機構についての研究並びに文化財の生
物劣化防除方法の研究開発を行っている。本年度は,下記の事項について実施 した。
(新井 ・森)
1)紙 の褐色斑(foxing)の部位か ら選択的にカビを分離できるようになり,分離
菌株の分類学的研究を行った。 さらに,分 離菌株中に紙に再接種してfoxingを
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再現 し得る菌株の存在 していることも明らかとなった。(新井)
2)fox五ng要因糸状菌及びその他の糸状菌が代謝生成する有機酸を,細管式等速
電気泳動法で分析 し,foxing要因糸状菌の生成する有機酸には特徴のあること
が判明した。(新井)
3)紙 のfoxing部位を収集 して抽出し,foxing部位の成分を分析すると,foxing
要囚糸状菌が代謝生成する有機酸 と一致する結果が得 られた。(新井)
4)低 毒性の醐素剤を混入したセルロース素材のゴキブ リに対する効果試験を実
施 し,家屋害虫の防除にきわめて有効であることが判明した。(森)
5)北 海道江差沖に沈没 した開陽丸の船体部材の海虫による劣化防除方法を検討
中である。(森)
(3)そ の 他
1)ポ ール ・ゲティ保存科学研究所の招ii11を受け渡米。当研究所の生物研究室開
設に必要な助言を求め られた。(新井)
2)文 化財の長期保存法として2軸 延伸ビニロンフィルムを用いた環境制御法を
研究朔発 しているが,本 方法について欧米の研究者と討論 し高い評価を得た。
すなわち,プ リア美術館,米 国議会図書館,ポ ール ・ゲティ保存科学研究所,
現代美術館(ニューヨーク),カナダ保存科学研究所,英国国立美術館等である。
(新井 ・見城 ・森)
3)イ ンドネシアにおける文化財の生物劣化研究の開始に必要な事項について助
言 した。(新井)
4.考 古遺物遺跡等に関する考古化学及び保存に関する研究
(1)遺跡等の保存
1)虎 塚古墳(茨城)
i)覆 土の熱伝導性に関する調査研究
墳丘覆土 と石室内環境 との相関性を検討するため,温度測定を行い,年 間のデ
ータをまとめた。(見城)
ii)公開施設について
史跡虎塚古墳では,石室内の氾lt度上昇を防 ぐため公開時に石室の外から採光し
ていたが,玄 門の陰になり観察に不都合を生じていた。3mの ガラスファイパー
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ライトを石室内に挿入する方法を試み良好な結果を得た。現在内部環境への影響
を測定中である。(門倉)
2)そ の 他
福岡 ・特別史跡王塚古墳の保存整備委員会に委員 として参加 し,調査及び対策立
案を行った。
山梨 ・丸山塚古墳,茨 城 ・花園古墳3号 墳及び千福寺横穴群の壁画に使用されて
いる,主 として赤色の物質の材質分析を行った。また,石 室,石 組等の保存対策を
立案,一 部処置を実施 した。(江本)
② 遺物に関する研究
1)遺 跡から出土した有機物の同定
出土 した有機物を赤外分光光度計,ガ スクロマ トグラフィー,電 了顕 微鏡によっ
て,同定 した。(見城)
2)出 土遺物中の抽出塩類の分析
イラン出土壷の脱塩処理液について,イ オンクロマ トグラフィー,X線 マイクロ
アナライザーによる解析を行った。(門倉)
(3)水中引揚げ遺物に関する研究
1)北海道,江 差開陽丸船体一部の保存
海底に横たわる船体の海中での海虫による被害の防除対策として,銅 板及び ビニ
ールシー トで覆 う方法をとったが,テ ス トピースによる実験を併行して実施してい
る。(江本)
●
B.特 別 研 究
石造文化財一石及び類似材料の保存と修復に関する科学的 ・技術的研究(8年継続,
第8年 次,修復技術部と共同研究,34頁参照)
石造文化財及び付随する材料として,煉瓦,瓦 類の焼成品,土 壁,た たき等に関し
て,そ れらの劣化機構の解明,保 存管理方法及び強化修復技術の確立を総合的に推進
させるのを 目的としている。
本年度は下記の調査研究を重点的に行った。(修復に関 しては修復技術部の項を参
照)
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(1)凍結融解による石の劣化の研究(北大低温研,福 田正己氏と共同研究)
1)凍結破壊をおこす境界温度条件
実験室内での温度変化サイクルで,最 高温度を10°Cに固定 し,最低温度を2℃ ず
つ違えて,凍結融解試験を行った所,最低温度が一6℃以下になると破壊が著しく
なった。また最高温度を+4℃ にすると,凍結 した石が融解しきれないために,凍
結破壊があまりおきなかった。野外で実際に,-4～+4℃ 程度の気温変動の繰 り
返 しで凍結破壊が起きている理由は,放 射冷却や口照の影響により,岩石表面温度
が気温以上に変動 しているためと考えられた。
2)気 象 調 査
IIn;lI破壊のおぎやすい地域をしらべるために,-4～+4°C以上の口気温変動の
あった日が一・il.に何口あったかを,ア メダスのデータ(企国838地点)をもとに調査
した。関東地方や九州北部の太平洋側内陸部でその頻度が高 く,これらの地域では
水分の供給があれば不1造文化財が容易に凍結破壊をうけることが示 された。また新
潟県の一部や,北海道東部など積舜があ って,し か も頻度が高い地域では,3,4月
の融r-,T:t期に凍結破壊の心配がある。
最終年次として,従来の本研究の成果を報/1:一)tt117-fとしてまとめ刊行した。(60頁参照)
C.受 託 研 究
国宝,重文,日光社寺建造物の保存に関する研究(栃木,修 復技術部 と共同研究)
大猷院二天門の黒変現象の原因追求に関し,ケヤキ,ス ギ,ヒ ノキの彩色手板を作
成 し実験室内で黒変の再現実験を行っている。ケヤキ材の漆塗膜表面には浸出物が認
め られ,カ ビが発生す るが,他 の材には認められない。(新井 ・見城 ・江本 ・中里)
D.科 学研究費
「アジア,中近東地域鉱床鉛の鉛同位体比システマテ ィクス」
(一般研究◎ 研究代表者 馬淵 久夫)
中国 ・朝鮮半島 ・日本列島の古代青銅器文化の流れを,原産地の視点か ら追 うため
の比較データとして,ア ジア諸地域の鉛鉱石200試料の同位体比を測定 し,地 域 ごと
の同位体比変動の規則性を明らかにした。同手法を考古資料 ・美術資料へ応用する際
の有用なデータになるであろう。
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5.修 復技 術部
(1)概 要
修復技術部は,文化財の修復に関する科学的調査研究とその公表を主務とする部で,
保存科学部が主に文化財の保存にかかわる科学的分析研究をつかさどる部であるのに
対し,修復技術部は老化破損 した文化財を修理または復元する方法を科学的に調査研
究している。
研究対象としては,絵 画,譜跡,彫 刻,工 芸品,考古資料,出 土遺構および木造構
造物及びその組織や細部に描かれた絵や彩色,石造構築物などに及ぶ極めて広範囲の
文化財があげ られる。
研究組織としては,3研 究室,6研 究員,1馴 厘り職員からなっている。
第一修復技術研究室
木材及び1を主材料とする文化財の修復に関する科学的,技術的研究とその結果の
公表を主務とする。
第二修復技術研究室
紙,繊維又は皮革を材料とする文化財の修復に関する科学的,技術的研究とその結
果の公表を主務とする。
第三修復技術研 究室
孔 金風 土又はその他の無機材質の文化財の修復に関する科学的,技 術的研究と
その結果の公表を主務とする。
各研究室とも,経常的な研究として,有 形文化財を構成 している材料,構 造,製 作
技法についての研究や,そ れ らを修復するための伝統技術の整理体系と科学的裏付け
の資料集積,そ して更に科学的な材料,技 法の修復への応用と開発のための実証的な
研究などを実施 しており,と くに材質強化,補 強,接 合,剥 落防止,朽 損部充fな ど
について各種合成樹脂の応用と技法の開発に努めている。
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これらの研究過程においては保存科学部との共同研究が必要な部分もあり,また部
内においても,一つの文化財が二つ以上の研究室にまたがる複合的な材質からなる場
合も多 く,それらについては各研究室員による共同作業によって研究が進められてい
る。
(2)研 究 活 動
A.一 般 研 究
1.伝 統的製作技法及修復技術の研究
(1}漆芸品の研究
西 ドイツ ・シュツットガル1・iliリンデン国立民族学博物館蔵の中国漆器の修復が中
島淑枝氏によって笙一一修理ア トリエで行っているが,今年度は3年 目に入り,約8点が
搬入された。修理に先だって技法調査を行った。又龍蔵寺蔵鎗金扉の修復に関連 し,
光明坊蔵の鎗金経箱の調査を行った。
その他,防 府市毛利博物館蔵の婚礼調度品約百点の調査を行 った。(中里)
祉寺等古建築の外装化粧材料としての漆塗膜の基材(木部)への密着強度とその耐久
性についての,平 面引張 り強度試験による実験的研究を継続的に行っている。耐久性
の判定には,劣 化促進処理(温水処理,煮 沸処理,ウ ェザーメーター処理,屋 外曝露
処理)を行ってお り,強 度試験の他にカラーメーター,グ ロスメーターによる色,艶
の変化も測定している。試験片は,実 際に文化財建造物の修理を行 っている漆塗装技
術者あるいは漆芸家が塗装したものを用いている。(西浦 ・中里)
② 装演技法の研究
伝統的技術としての装演技法に関する調査研究を継続 している。正倉院蔵屏風の調
査は今年度で終了した。屏風関係技術用語の収集は一昨年か ら継続 している。(増田)
2.彩 色文化財の合成樹脂等による保存修復の研究
江戸後期の泥下地彩色像(十二神像の戌像)に対 し試験的修復処置を行った。方法は
重炭酸アンモンによるクリーニング後,厘 手顔料層の剥離をパラロイ ドB72濃厚溶液
とアクリルエマルジョン系感圧接着剤で接着 した。彩色欠失部は市販品の水性塑形材
を下塗 りし,研磨 したのち顔彩で着色 して仕上げた。しかし,この種の剥落どめは未
解決の問題が多く,今後の研究が期待される。(樋口)
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重要文化財,仁 和寺五重塔内部彩色の剥落どめ処置の事前調査を行った。彩色面積
は約144㎡あり,そ の90%以上の彩色が遺存しているが,現 在急速に剥落が進行中で
ある。このような江戸期の彩色の剥落どめは従来からしぼしぼ問題の多いものであ
り,抜本的な処置が必要と判断:し,約100㎝2の表面を和紙で養生した状態でパラロイ
ドB72の10～15%溶液を注射器で剥離面に強制的に注入する処置を試験的に行った。
この方法では,4～5人/m2の手間を要すると思われた。実際の施工には実地指導をし
ていない。この剥落どめの要点はどの程度入念に処置がなされるかにある。(樋口)
3.木 造文化財の合成樹脂による修復技術の研究
重要文化財,燈 明寺本殿の外陣大虹梁と側柱2本 の修復について樹脂処置指}
った。梁の構造荷重は小屋組みの中に別に新材の梁を入れて受け,旧 梁は形体保存を
目的とし,欠失部はできるだけ新材を樹脂で接合し,合成樹脂の充唄やFRPの 補強
は最小限度にとどめた。1本 の側柱は柱芯部の腐朽部分を例り抜 き,健全な柱肌を1i'
蓋状に して新補柱に貼り合せた。もう1木は表面の腐朽部を剥ぎとり,新補材の芯部
を鋼 り抜いた片蓋状 したもので根継ぎを兼ねた矧ぎ繕いを行った。これ らの接着方71<
は,接 合部に点接着をして硬化させた後,接 着間隙にエポキシ樹脂を注入 して接膚 し
た。(樋口)
4.文 化財建造物の構造力学的研究
本研究は東大農学部木質材料研究室 と共同で行っているものであるが,本 年度は,
実大軸組試験体の水平耐力試験を東大で行い,各 ぬき接合部の強度と軸組企体の強度
との関係について解析,考 察した。(伊藤 ・西浦)
5.石 造文化財の保存修復に関する研究
鳥取県,史 跡池田家墓所の第6代公墓の砂省製玉垣の樹脂修復処置 を実地指導 し
た。接着にはアラルダイトCY230とエポメー トBoo2を主体に し,適宜粘度を調製し
て使用 した。笠石の接合には鋼材のkifi強材を挿入 した部分 もある。大きな欠失部には
新石材を接着 し,見地だけを樹脂擬石で繕 うように指導 した。別に第10代公墓の門の
笠石(推定重量600～700kg)が中央から2に折れたものを径30襯長さ1800㎜の鋼材丸棒
を接合部の側面に樹脂で埋め込み接着 し,その部分は樹脂擬石仕上げとした。(樋口)
福島県小高町,史 跡薬師堂石仏は昭和42年に修理 されているが,近 年再び岩片の剥
離剥落が激 しくなったので調査した。岩面から突出している仏体は乾燥 してお りほと
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んど異状ないが,湿 潤な箇所に損傷が多くみ られ,風 化の原因が主に凍結i塩 類析出
によるものであると思われた。保存対策としては,水 利コニ学的また分析化学的調査が
先ず必要である。(樋口)
熊本県湯前町,重 要文化財 ・明導寺七重石塔の修理のための事前調査を行った。こ
の塔は現在四重までが遺存されているが,今 回,残欠を集めて七重塔に復原を予定し
ている。調査の結果,欠 損部の補足はできるだけ新石材を樹脂で接合し,樹脂擬石は
最小限度にとどめることに したが,風 化消耗の甚だしい残欠と新石を調和よく結合さ
せるのはかなり困難が予想される。また,風 化石材のSS101による含浸は,水濡 れに
よって石がIfsくなるので行わないことになった。但し最小限の擬水処置は保存上必要
なためシランモノー一の擁水剤(アロンAws-vx)を検討す ることにした。(樋口)
名古屍市,重 要文化財 ・旧名古屋高等裁半ll所の修理に伴な う事前調査を行った。石
材,煉瓦,コ ソクリー トなどの亀裂充塀,補 強方法などにつき調査 した。また旧ペイ
ソト塗装の剥離について熱風による剥離処置を現地で実験 した。 リグノイ ド塗 りにつ
いては帰京後,文 献の猟渉や実験を行ってマグネシアセメントの充狽材として鋸屑の
含有率を測定するなど古い技術の解明に参考 とすることができた。(樋口)
{III縄県那覇市,重 文 ・園比屋武御嶽石門古材の保存修復処置についての調査,指 導
を行った。屋根材の欠損部の修復は,必 要最小限度にとどめることとし,擬石によら
ず新石材の接賄によることとして,現地での実地指導を行 った。接着はエロジール
(硅微粉末)で増粘したエポキシ樹脂に少量の微石粒を加xた もので行い,ス テソレス
棒の柄を入れた。ステンレス棒はネジ切 りしたものを用いたが,こ れは接着剤 とステ
ンレス柄 との界面におけるスベ リ現象を防ぐためであ り,機械的補強とい う柄の役割
から考えて,本 手段は有効な方法であろう。(西浦)
6.遺 跡 ・遺構の保存処置の研究
史跡,蜆 塚貝塚の断面は昭和36年頃に自家製アクリルエマルジョンを含浸強化 して
露出保存されていたが,近年部分的に崩れるようになったため再処置をすることにな
り,これを指導した。その方法は断面を新に剥して新鮮な断面とし,水を噴霧して貝
層を洗った後,ア クリルシリコーンオ リゴマー(カネカゼムラック)の25%キシレソ溶
液を 約3.2kg/m2注入して強化した。純貝層部分には"Y`アクリルエマルジョソ(プ
ライーrルAC34)を注入し,貝殻同志の接酋をした。以上の結果貝塚断面の堆積層位が
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極めて明瞭にすることができ,また昔の処置に比 し,工事期間 も著 しく短縮すること
ができた。(樋口)
この再処置に先だって同じ断面をエポキシ樹脂(アラルダイ トXN1158,XN1059,
硬化剤HY837)を塗布 して約8m2を剥ぎとった。(青木)
埼天県,稲 荷山古墳保存整備協議会に参加し,主に礫榔の復製模造に関す る調査を
した。(樋口)
茨城県勝田市の十五郎穴横穴群の保存のための現地調査を行った。(樋口)
7.出 土遺物保存処置の研究
従31C6:zll;1:鉄製品の 歪rllの安定化処理を 行って いなかった。錆 た出1:鉄製品には
0,5M水酸ナ トリウム,0.5M亜硫酸ナ トリウム水溶液を60℃に温めた中に浸潰 して安
定化する方法を研究して来たが,サ ンプルで良い結果が得 られたので,松戸市河原塚
liゴ墳,茨 城県桜坊横穴出上鉄製品の保存処理に適用した。(青木)
K.特 別 研 究
石造文化財一石及び類似材料の保存と修復に関する科学的 ・技術的研究(8年継続,
第8年 次,保 存科学部と共同研究,28頁参照)
劣化したfiの強化保存方法としての樹脂含浸処置については,本 年度は特に,石 か
らの水の蒸発形態 と塩結晶による破壊挙動についての実験研究を行い,重要な知見を
得た。それは,磨崖仏や石造建造物基底部のように,常に背部や下部か ら水を吸収し
表而から蒸発している状況にある石材への薄い表面擾水層を形成させる樹脂処置は,
却ってその石の劣化(剥落)を早めることになるということである。又 ドリル圧入速
度か ら石の劣化形態,程 度及び樹脂含浸深さ,強化効果を判定する方法を検討し,多
くの知見を得た。(西(ili)
割損部の接着,欠損}尉≦の充唄成形等の修復処置に関する基礎実験研究 も引続き行っ
ており,幻 類似材料(瓦,練瓦等)についても,石に準じた方法で保存強化処置,修
復処置に関す る実験研究,調 査を行い多くの知見を得た。(西浦 ・樋口)
C.受 託 研 究
1.重要文化財長谷寺本堂壁画「廿五菩薩来迎図」剥落止め処置法の研究(奈良)
一34一
修復技術部
長谷寺(奈良県桜井市)本堂内来迎壁裏面(約30`1f方メー トル)に描れた来迎図の剥落
止め工事を行 うに当り,使用合成樹脂選定のための予備テス ト,現地での調査及び局
所試験施行などを経て,極 く薄い和紙を彩色表面に水貼 り乾燥後に,パ ラロイ ドB72
キシレン溶液を,注射器によって積極的に彩色層下に注入して,剥 離している彩色層
の再接着をはかった。壁画全体にわたる斜光写真をもとに損傷図,来 迎図全容を作図
し,損傷の分布の傾向を調査 した。(増田 ・樋口 ・中里)
2.龍 蔵寺蔵鎗金四天王像扉の保存修理に関する研究
山口県龍蔵寺に伝えられた二枚の鎗金扉は最近発見されて世に出たものであ り,ま
だ充分な評価は得 られていない。 しかし,褒面に押印される銘文や鎗金技 法等 によ
り,日本に5・6点遺存する元f魅の鎗金経箱と相似点が多く,同 じく元代の遺品と考x
られている。鋤金経箱が主に鳳嵐と蓮花文であるのに対し,この扉には,表 に四天王
像が二体つつ描かれ,裏 面には花瓶に挿花図が配され,他 に類例のないものである。
鎗金経箱と異なり絵画性に密んだこの四天王像は,ラ1教 図像で,し かも古例に属す
る点 も貴重である。
この扉は三 ツ畔銀杏面の断面を持つ桟で二枚の鏡板を囲んでお り,まず桟から鏡板
にかけて布着せがバイヤスに行われ,こ の上に1ミ リほどの漆下地が塗布される。塗
漆は表面は黒漆,裏 面は朱漆が塗られる。
現状は鏡板が一枚欠失 し,縦桟は両扉で一本つつ失い,四 隅の柄組みも多くははな
れ,残存材 も腐朽と虫害等によって,旧 状を大き く損っていた。
修理方針としては,現 状を出来るだけ残す事とし,破損部を復原して当初の姿に戻
そうとする方法はさけた。
既に欠失 していた鏡板と二本の縦桟,一 本の横桟は新造し,当初材と組合せ可能と
するため柄等を彫 り出し,鏡板の一部欠失部や,残 存する縦桟の欠損部も新材で補っ
たが,すべて仮留めにするか,欠 失部に当てるだけとして,形 だけを整えた。鏡板と
桟はほとんどはなれていたが,こ れらも柄組部はただ挿入するだけ,鏡板 も桟にはめ
込むだけで接着剤は使用していない。新補材にはすべてすり漆による黒色の古色付け
を行って当初材と色調を合せた。漆下地の露出す る部分にはパラロイ ドB72の5%溶
液を含浸させて剥落をとめ,桟 の腐朽部には合成樹脂(ミルボンド)を含浸させるにと
どめた。縦桟の折損部も本格的強化は不可能 なので ミルボンドを含浸させ,竹 ひごに
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よる補強材を挿入する消極的強化だけにした。
鏡板表面は付兼物を除去 して多小画面を鮮明にしただけである。
扉は一枚つつ展示用 も兼ねた衝立形の桐の保存箱におさめた。(中里)
3.仙 台伊達政宗公墓所出土副葬品の保存修復に関する研究
昭和57年度に行った白梅蒔絵手箱の漆膜移植による修復の継続である。
昭和57年度では蓋の漆膜移植を行ったが,今 年度は身の漆膜の移植を行った。
蓋の漆膜移植の場合はアクリル樹脂を用いる方法で貼付けを行ったが,こ の方法は
1膜 を汚損しないこと,乾 燥が早いため次の仕事の手順が容易であるなどの長所があ
ったが,大 きな短所として水に膨潤するため,割 れ目などに樹脂膜が露川 してい る
と,漆下地以下の仕上げの仕事がまったく出来ないきらいがあった。
この経験を生かして,身 の漆膜貼付けはすべて麦漆を用いた。
身は蓋 よりも保存がよく,素地はほとんど残存していたが,乾 燥のため膝膜は完全
に離れていて,漆膜は簡易にはがれた。採取 した漆膜はそのままではカールしてしま
うので若干の湿りを加えて,ア クリル板に挾んでおいた。
貼付けた漆膜は比較的大きなものが多かったが,貼 付けの際の押えが難かしく,多
少の凹凸はさけられなかった。
漆膜欠損部には漆下地をつけ,陽 取 り漆を塗った。(中里)
D.科 学研究費
「彩色文化財の劣化と保存に関する実証的研究」(試験研究(1)研究代表者 鈴木友也
研究分担者 江本義理,馬 淵久夫,見 城敏子,新 井英夫,石 川陸郎,門 倉武夫,
三浦定俊,樋 口{i'治,中里寿克,茂 木 曙,増 田勝彦,柳 澤 孝,三宅久雄,
小西陣也)
文化財の中で彩色を施こしている建築部材,障 壁画 ・美術工芸品等の遺品は数多い
が,こ れら彩色は腿色や剥離など劣化損傷を うけ易い。これらに対し従来の対症療法
的な保存処匿を見直して,積極的劣化防止策として劣化程度の診断の調査方法や,そ
れに対応する処置法などを3か年計画で研究 しようとするものである。
① 顔料劣化の基礎的研究として,既知顔料のX線 回折チャー トの作成を行い,本
年度は約30品目について標準チャー トを作 った。(門倉)
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② 膠や各種合成樹脂を膠着剤とした彩色試験片を作成 し,劣化促進試験を行い,
膠は一定量を超えると層状剥離が生じることなど濃度と耐久性の相関関係が実証
された。(樋口)既 に合成樹脂による剥落止を施工した障壁画について京都醍醐
寺五重塔,同 平等院鳳風堂,同 海住山寺五重塔,同 南禅守東照宮,同 知恩院経蔵
及び仙台大崎八幡神社,瑞巌寺等の追跡調査を実施し,処flの有効性を確認した。
③ 本年度は斜光線照明aを 独r1に開発製造し,これによって保存処置前の顔料
彩色層の剥離状況を適格に記録し,客観的なデータの作成に資す るものである。
(増田)
6.情 報 資料部
(1)概 要
情報資料部は,従 来美術部資料室の行ってきた美術に関す る研究資料 の作成,収
集,整理,保 管等の業務と,さ らに研究所各部の所/1/1にかか る資料を対象とし,これ
を充実発展させることを日的とする。当部は文献資料研究室 と写真資料研究室の二室
をもって構成される。
当部で収集,保 管する諸資料並びに情報は,美 術部創設以来,内 外の研究者の利用
に供 しており,文化財に関する研究資料センターの役割りを果 している。また,地 方
自治体指定の文化財口録及び,文 化財に関連する図書,出版物等に関する情報の収集
と調査研究を行い,さ らに,こ れと平行して,海外の文化財に関する情報の収集とそ
の調査研究を行 うほか,昭 和59年度から美術部と共同して,特 別研究「壁画 ・障壁画
の実証的研究」(代表者 柳澤 孝)及び,科 学研究費補助金による一般研究(A)「日本美
術における中世より近世への様式展開についての実証的研究」(代表者 関口正之)に
参加 し,これ らの成渠を『美術研究』ほか学会誌に発表 している。また,情報資料部の
業務の一つとして,日本 ・東洋古美術文献情報の収集を行い,それを整理 した文献目
録の編纂を行 うほか,59年度から情報化時代に対応 して,美術資料に関する情報処理
システムの開発に関する基礎的研究に着手 した。
当部で保管する図書及び写真資料は週3日,外 部研究者の閲覧に供 している。研究
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員の研究成果の一部は美術部と共催の公開学術講座と夏期学術講座で発表している。
文献資料研究室
各種研究資料の収集,整 理,保 管,閲 覧等の業務を行 うとともに,毎 年,日 本 ・東
洋古美術に関する雑誌論文を分類集録 した文献目録を編纂して日本美術年鑑に掲載し
ている。定期刊行物所載古美術関係文献については前回の昭和11～40年の目録に引続
ぎ,昭 和41年以後の目録作成準備を続行中である。
これらの業務のほか,当室研究員は,日 本 ・東洋古美術各分野で,専 門的調査研究
を進めてその成果を公表しているが,今年度は別掲の科学研究費補助金による研究を
担当 ・分担した。
写 真資料 研究室
研究川写真資料の作1戊,収集,整 理,保 管,閲 覧を行 うとともに,各 研究者の調査
研究活動に協力して研究資料を撮影し,資料の充実につとめた。また,こ れに、1五行し
て,美 術研究所当時に撮影したガラス製写真原板の転写を昨年度に引続き実施した。
こうした作業のほか,当室研究員は,古 美術研究の分野で専門的調査研究を進め,
その成果を公表し,別掲の科学研究費補助金による研究及び特別研究に参加 した。
(2)研究調査活動
A.一 般 研 究
1.情 報資料の収集と調査に関する研究
概要にのぺた通 りである。
2.日 本古代中世美術の研究
(1)絵巻物の研究
科学研究費(一般研究(A))に関連 して,絵巻に見る画中画を調査 し,そのデータ ・シ
ートの作成に着手した。(全員)ま た,作品研究では,中世に制作された八幡縁起を網
羅的に調査す るとともに,そ の写真資料を収集 した。(宮)次 に高僧伝絵研究の一貫
として,本年 もひきつづき法然上人伝絵の調査研究を行い,無 量寿寺本及び常福寺本
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の拾遺古徳伝絵を中心に研究を進めた。(米倉)
② 中世水墨画の研究
東京在住の個人コレクシ ョンを調査し,特に式部輝忠筆扇面貼交屏風について調査
並びに資料収集を行った。(鈴木 ・島尾)ま た,山 口県古熊神社蔵天神図を中心 とし
て,渡 宋天神像関連資料の調査を行った。(島尾)
(3)古代中世彫刻の研究
醇別の研究として西国の清涼、争式釈迦像の調査,並 びに神将像の研究を行い,前者
はr美術研究』313号に,後 者は所内総合研究会で発表した。(猪川)ま た,東 京国立博
物館の法隆、¥四十八体仏の調査研究班に参加した。(猪川)
3.近 世絵画史の研究
岩佐又兵衛研究の一部として,福 井における又兵衛作品の調査を,福 井県立美術館
と協力 して行った。(鉛木)ま た,円山応挙画稿類の調査を行い,写 真資料の収集につ
とめた。(鈴木 ・佐藤)次 に,近世禅画研究,特 に白隠慧鶴,東嶺円慈の作品研究に向
けての予備研究と調査を行った。(鈴木 ・島尾)
4.中 国画研究
来舶画人の作品並びに資料の収集と研究を継続するとともに,現 代中国絵画の動向
に関する調査研究を行った。(鶴田)
5.研 究資料電算化への調査研究
研究資料の電卸化に関 し,葵術部と共同で研究用として利用できるシステム像の研
究を行い,また,60年度利用をめざして写真資料整理のOA化 の実験を行 った。(米
倉 ・鈴木 ・島尾 ・三宅)ま た,京都大学人文科学研究所で行われた「漢籍担当職員講
習会(漢籍電算処理)」に参加 し,文 献 目録等美術史学に関する情報処理について多 く
の知見を得た。(島尾)
7.主 要研究業績
①:著 書 ・編書 ②:論文 ③:解 説 ④:研 究発表 ⑤:講 演 ・放送 ⑥:そ の他
昭和59.4～昭和60.3
伊藤 延男(所 長)
① 韓国七〇〇〇年美術大系
篇宝 巻6塔 婆
,巻9-.r.」.院建 築(日 本 語 監 修)
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竹 書 房59.10
② 真 言 宗 の 建 築 弘 法 大 師 空 海 毎 日新 聞 社59,10
② 継 手 仕 口 の痕 跡 か ら古 建 築 の 歴 史 を 探 るINABOOKLET4-3伊 奈 製 陶59,11
② 文 化 財 保 存 の た め の 国 際 協 力 文 化 庁 月 報 ぎ ょ うせ い60.2
③ 第7回 イ コモ ス 総会 報 告 建 築史 学359.9
③ イ コモ ス 総 会 に 出席 して 博 物 館 研 究59.9
③ 韓 国 の 塔 婆 に 思 う 国 宝 巻6塔 婆 竹 書 房59,10
③ 韓 国 の 寺 院 建 築 に つ い て 国'i巻9寺 院 建 築 竹ll}〃∫59.10
⑤WoodenBuildingsinJapan;JapaneseSculpture,MadeofWood
CourseonWoodConservationTeclmology(Tronheim,Norway)59.7
⑤ 博 物 館 資 料 の 保 存科 学 博物 館職 員 新任 者夏 期 研修ecsill座51瓦8
⑤ 人 文科 学 と 白然 科r".f'i海外 卜享物 館 に おけ る保 存 の動 向
昭 和59年度 博物 館 ・美 術館 保 存 担 当 学 芸 員研 修59.12
⑥ 大 工技 術 の 粋=継 手 仕 口を考 え る(座談 会)
INABOOKLET4-3,伊 奈 製 陶5a11
⑥ 収 蔵1」,,に求 め られ る 条件(1,2)(見城 と対 談)il享物 館 研 究19-10,1159,12,60.1
ら
●
美 術 部
柳 澤 孝(美 術 部長)
② 赤 外線 テ レ ビカ メラ に よ る堂 塔 荘 厳 画 の調 査 研 究 一 素 と して 法 界 寺阿 弥 陀 堂 の
四天 柱 絵 につ いて 一(保 存 科 学 部 三%iEiと分 担 執 筆)
古 文 化 財 に 関 す る保 存 科 学 と人 文 ・自然 科 学 一 総 括報 告 井 一59.3
Q2ThePaintingsoftheFourDevaKingsintheCollectionoftheMuseum
ofFineArts,Bostn:RecentlyRediscoveredPaintingsfromtheSingon-clip
oftheAbandonedTempleEikyu-ji
ARCHIVESOFASIANARTXXXVII59.
●examiningJapaneseWall-Paintings(fromthe7ththrough14thcenturies)
UsingPhysico-opticalMethods(日木 古 代 ・i_{ijfl一壁 画 の光 学 的 方 法 に よ る調
査)第8回 国 際 研 究 集 会59.11
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④ 真言八祖行状図の現状模写 と復原模写 文化財保存修復研究協議会60.2
田村 悦子(主 任研究官)
② 梅堂浅野長酢 自筆稿本「墨華塾書画銘心録 ・同本朝書画銘心録」公刊
美術研究33059.12
②(eaua野長酢rl筆稿本「墨華塾書画銘心録 ・同本朝書画銘心録」の研究
美術研究33160.3
② 三点か,四 点か 一親驚上人の再蹟の編年一 日本記n.学会誌560.3
⑤ 仏教轡道 一特に口本中iil:一)こ 術部 ・情報資料部公開学術講座59.12
田實 榮子(主 任研究,..1.)
③ 舞楽装束とその遺品 雅楽界58号 小聾!予雅楽,.v,.ltl59.5
③ 爪文論 ∫地梅樹模様振袖 叫錫(護国 芋蔵 企集日本の古寺2集 英社59.12
④ 染織品の保存と陳列 一三か月間開催されたアイヌ服飾展に関連して一
北海道開拓記念館研究会59.12
④ 日光山輪王 か蔵胴着三領とその復元模造二領について
美術部 ・情報資料部研究会60.1
⑤ 小袖考1、1':修 学校教育振興会主催講演会59.11
関口 正之(禦 一研究室長)
③ 泉涌苛蔵卑駄天画像 美術研究33059.12
④ 鎌倉時代の仏画 美術部 ・情報資料部夏期学術講座59.7
④ 泉涌、is1'の仏画 美術部 ・情報資料部研究会59.10
⑤ 密教と美術 北区教育委員会59.9
⑤ 絵画の保護と管理 千葉県教育委員会59.10
三宅 久雄(主 任研究官)
③ 国宝 彫刻1・H毎 日新聞社59,12
③ 京都の美術工芸;itiSlfj文 化財保護基金60.3
三輪 英夫(第 二研究室長)
① 方眼美術論(編集 ・解説)中 央公論美術出版59,6
② 黒田清輝筆「智 ・感 ・情」をめぐって 美術研究32859.6
③ 画家紹介 ・作品解説(石川滋彦他24名)現 代の水彩画3第 一法規59.9
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③ 事項解説(r西画指南』他17項目)
③ 画家略歴(岸田劉生他21名)
③ 画家略歴(佐伯祐三他24名)
③ 画家略歴(熊谷守一他28名)
③ 画家略歴(山口長男他28名)
④ 黒田清輝の画業
洋学史事典 雄松堂出版
近代日本洋画素描大系 ・2講 談社
同上 ・3
同上 ・4
同上 ・5
一「智 ・感 ・情」を中心に一
東京国立文化財研究所総合研究会
⑥ 日木近代洋画の成熟
⑥ 口本の印象派
⑥ 団体展評(光風会展,モダンアート展他)
佐藤 道信(第二研究室)
② 狩野芳崖晩期の山水画と西洋絵画
③ 川端玉章,木村武山作品解説
姫路市立美術館
ブリヂストン美術館土曜講座
共同通信
59.9
59.10
59.11
so.1
60.3
59.11
60.3
60.3
60.4
美術研究32959.9
米国心遠館コレクション近世日本絵画集成
③ 近現代作家略歴 笠間日動美術館所蔵品目録
④ 狩野芳崖の山水画について 美術部 ・情報資料部研究会
榊田絵美子(第二研究室)
③ 近現代作家略歴 笠間日動美術館所蔵品目録
④ 「美術新報」による西欧絵画の受け入れについて 明治美術研究学会
59.10
60.3
59.7
60.3
59.12
芸 能 部
三隅 治雄(芸能部長)
② 日本の中の沖縄の芸能
② 民俗芸能の有効な保存伝承方法の確立に関する調査研究
③ 採集の達人
③ 「輯国民俗芸能祭84東京」をみて
③ アジア民謡の旅
③ 韓国の民衆芸能と日本
「文 学 」52-659.6
一 そ の1-
r芸能 の科 学 』1560.3
r池田彌 三 郎 人 と学 問 』 桜 楓社59.7
統 一 日報 文 化欄59.9
Discovery12-1059.10
朝 日新 聞 学 芸欄59.10
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④
④
0
⑤ 子供と民俗芸能
⑤ 民俗芸能研究の現状と展望
⑤ 民謡の分布
⑤ 淋縄の祭りと芸能
⑤ 民俗芸能とその保存
⑤ こどもと祭り
⑤ もちつき正月(地域と伝統芸能)
中村 茂子(主任研究官)
② さいとりさし(鳥刺芸)の系譜
② 民俗芸能伝播 ・伝承の一形態
神遊行信仰と漂泊集団
シンポジウム「韓国の仮面劇」(金 両基 ・遠藤琢郎などと)
セミナー アジア伝統芸能の交流84「旅芸人の世界」
わが師わが学 一折口信夫一
主要研究業績
r旅芸人の世界』 国際交流基金59.11
西武20059.7
国際交流基金59.11
NHKラ ジオ59.6
埼玉民俗文化センター59.8
民俗芸能学会設立総会記念講演59.11
芸能部公開学術講座59.12
朝日芸能サロン59.12
立川市社会教育会館59.12
NHKテ レビ60.1
NHKテ レビ60.1
「蘂能 史 研 究 」No.8759.10
一冬木沢の空也念仏踊を中心に一
「芸能の科学」15
③ ささら二種 ・その芸能
⑤ 民謡の伝承 一今 口と明ロー
佐藤 道子(演劇研究室長)
① 声明大系 四 浄土(共同編集)
① 声明大系 六 禅(共同編集)
① 声明大系 七 法華(共同編集)
① 声明大系 一 南都(共同編集)
① 東大寺お水取 り(共同編集)
② 小観音のまつり
② 二月堂修二会の声明
③ 知恩院"御 忌会"と 西本願瀞"報恩講"
『全集1]本のllゴび8
③ 南都の声明
③ 法要の形式 と内容
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能と狂言12
芸能部公開学術講座
法蔵館
法蔵館
法蔵館
法蔵館
小学館
「南都仏教」52
r東大ぴお水取り』 小学館
r声明大系一
京の浄土教守院』
南都』
r声明辞典』
集英社
法蔵館
法蔵館
60.3
59.5
59.12
59.5
59.7
59.10
59.11
60.2
59.6
60.2
59.9
59.1i
59.li
調 査 研 究
③ 延暦寺の法華大会
r全集日本の古寺6延 暦寺 ・園城寺 ・西教寺』 集英社60.1
④ 悔過会とその周辺 芸能部夏期学術講座59.7
⑤ 東大寺修二会について オ ックスフォー ド大学60.1
⑥ いま,思 うこと 東洋音楽研究4959.9
⑥ 東大寺修二会行事次第r東 大寺お水取 り』 小学館60.2
⑥ 長老聞き書き 『東大寺お水取り』 小学館60.2
松本 雍(演 劇研究室)
③ 能楽講座「装束」「出立」「演目」「流派」「奏演形式」「小段」
『国立能楽堂』59,4～60.3
③ 「翁」ほかr邦 楽百科辞典』59.11
③ 「アシライ」ほかr大 百科事典』 平几社60.3
⑤ 能楽あんない「謡の魅力∫狂言の謡∫狂言の所作」 国立能楽堂59,4～59.6
蒲生 郷昭(音 楽舞踊研究室長)
① 声明大系 四 浄土(共同編集)法 蔵館59.5
① 声明大系 六 禅(共同編集)法 蔵館59.7
① 声明大系 七 法華(共同編集)法 蔵館59.10
① 声明大系 一 南都(共同編集)法 蔵館59.11
② 長唄正本研究⑳～@(共同研究)「 邦楽と舞踊」406～41759.4^60.3
② 「唄(うた)」字について
金田一春彦博士古稀記念論文集 第三巻 文学芸能編 三省堂59.7
③ 邦楽用語辞、典 理論用語編(10)^(13)「 季刊邦楽」39^4259.6^-60.3
③ 能楽用語のことなど 「能楽鑑賞の栞」No.47能楽鑑賞の会59.9
③ 声明の楽譜と実唱r声 明辞典』(声明大系特別付録)宝 蔵館59.11
③ 日本音楽関係項目r大 百科事典』1～5平凡社59.11
③ 日本音楽関係項目r国 史大辞典』5吉 川弘文館60.2
⑤ 真言声明の歴史 ・真言声明の理論 ・周辺音楽との関係 「平安の仏教音楽
一 日本の仏教音楽の源流を訪ねて一」 朝日カルチャーセンター59.7～9
⑥ 平出久雄先生年譜 ・業績目録 「東洋音楽研究」4959.9
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主要研究業績
⑥ 横道萬里雄著r能劇造遙』(共同編集)筑 摩雷房59.
山田智恵子(音 楽舞踊研究室)
② 義太夫節におけるマクラの音楽語法r芸 能の科学』1560.
③ 義太夫節関係項 目r邦 楽百科辞典』 音楽之友社59.11
⑥ 竹本津太夫芸話(採譜)第15回～17回1'季i:q邦 楽』39～4159.6～59.12
羽田 超(民俗芸能研究室長)
②31:詫の動作単元⇔ 一大蔵溜己小舞について一(松本と共著)
「芸能の科学」1560.
③ 能楽関係項nr大 百科事典』 平凡社60.
③ 能楽関係項II『 邦楽百科辞典』59.11
④ 能の流派と伝承 東京国立文化財研究所総合研究会59.7
⑤ 座談会:能 の復曲活動NHK第 二放送60.2
⑥1983年の能楽界r演 劇年報1984年版』59.5
⑥ 轡評:田 中伝左衛門著r難 子とともに』 「赤旗」59.11
⑥ 魯評:高 橋義孝著 『能のすがた』 「日本経済新聞」59.12
⑥ 復曲の意味と意義 「能楽タイムズ」60.1
仲井幸二郎(民 俗芸能研究窒)
③ 口訳民謡集(連載)「 みんよう文化」59.4～60.3
花笠音頭 ・相馬二遍返 し・秋田甚句 ・木更津甚句 ・会津磐梯山 ・南部牛追唄
尾鷲節 ・山中節 ・木暫節 ・さんさ時雨 ・俵積み唄 ・岳の新太郎さん
③ 山陰民謡の今と昔
③ 山の民の暮らしと歌
③ 民謡関係項目
③ 風の神送りと盆踊り
③ 「越中おわら」あれこれ
⑤ 民謡の遠い旅
⑤ 年中行事と民謡(4回)
⑤ 踊りと舞い
⑤ 正月はなぜめでたいか
『四 季 日本 の 旅 』12集 英 社59.5
『山 の 歳時 記 』8小 学 館59.9
r大百 科 事 典 』 平 凡 社59.11
「魚 津 国 文」959.12
「魚 津 国 文 」1060.3
企 国民 謡 民 舞 講 習会(福 岡)59.4
財 団 法 人 口本 民 謡 協会 講 琶会59.6～59.8
ビ ク ター 民踊 研 究会(高 松)59.9
焦更7斡海r行セ ミツの一59.10
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調 査 研 究
⑥ 年中行事と民謡
⑥ 日本の盆 ・日本人の盆
⑤ 加賀の唄 ・越中の踊
⑥ 二?i'Cillへの疑問
⑥ 民漏讃歌 ・たたらの業唄
⑥ お山の大将おれひとり
常陽芸文センター講座(水戸)
魚津海市セ ミナー
全国民謡民舞講習会(北上)
魚津海市セ ミナー
口木民謡協会民謡民舞春季大会
r池田弥三郎人と学問』
59.11
59.11
59.11
59.12
59.5
59.?
保存科学部
江本 義理(保存科学部長)
② 十器に附着した赤色顔料の材質分析 多摩 ニュータウン遺跡(57-2)
東京都埋蔵文化財セソター調査報告459.3
② 橋本遺跡採集石器に附着した赤色物質の成分分析
橋本遺跡一 先土器時代編 相模原市橋本遺跡調査会59.8
② 橋本遺跡出土礫群構成礫の付着物質分析と被熱の検証 同 上59.8
'IColoringMaterialsUsedonJapanesePaintingsoftheProtohistoric
PeriodandRelatedTopics.(山崎と共著)
第7回 国際研究集会プロシーディングス59.11
③ 文化財と保存環境一総論 「建築知識」26-659.6
③ 賠画(遺跡 ・遺構保存の実例)r考 古学調査研究ブックス』2雄山閣59.12
③ 総論 ・石造文化財の保存 「石造文化財の保存 ・修復」60.3
③ 石の塩類風化について 同 上60.3
③ 石造プレパラー ト標本と岩石資料 カー ド 同 上60.3
●ColoringMaterialsusedonJapaneseMuralPaintingswithinBuilding
第8回 国際研究集会 壁画m59.11
⑤ 歴史資料の保存科学 近世史料取扱講習会(国立史料館)59.9
⑤ 保存科学総説
昭和59年度埋蔵文化財発掘技術者専門研修(保存科学課程)59.9
⑤ 文化財の材質と劣化
第6回 文化財保存担当学芸員研修会(財・文化財虫害研究所)59.9
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主要研究業績
⑤ 文化財の保存と活用 昭和59年文化財取扱い講習会(岩手博物館)60.1
⑤ 保存科学論,環 境概論,材 質劣化概論
昭和59年度博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修59.12
⑥ 鑑定一科学的鑑定 『大百科事典』3平 凡社59.11
門倉 武夫(主任研究官)
QExhibitionoftheWall-PaintingsoftheTumulusTorazuka
第7回 国際研究集会プロシーディングス59.11
② イラン出土壷の脱塩処理における溶出物の分析 「保存科学」2460.3
③ 文化財 とほこりについて考える 「建築知識」26-659.6
⑤ 展示環境調査1一 空ρ、巳磯 とフィルター一
昭和59年度博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修59.12
石川 陸郎(主 任研究1)
③ 博物館における照明の:i:C..方 「建築知識」26-659.6
④ 油彩画に対する紫外線の利用 保存科学部研究会59.7
⑤ 文化財の照明 昭和59年度博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修59.12
三浦 定俊(主 任研究官)
② 赤外線テ レビカメラによる堂塔荘厳画の調査研究(柳澤 と共著)
特定研究「古文化財」総括報告書59.9
② 小金銅仏ガン1線透視撮影法の改良(大崎 ・神庭 ・呉屋 と共著)
「古文化財の科学」2959.ユ2
②TemperatureandHumidityintheTumulusTakamatsuzuka(斉藤と共著)
第7回国際研究集会プロシーディングス59,11
② 紙の劣化速度に関す る検討(尾関 ・大江と共著)「 紙・く技協誌」39-260.2
② 合成樹脂による茎拓 の凍結破壊防止(福田 ・西浦と共著)
「石造文化財の保存 と修復」60.3
② 凍結一融解サイクル出現頻度の全国分布(福田と共著)同 上
③ 熱 ・温湿度を考える 「建築知識」26-6159.6
③ 概説一石造文化財の凍結一融解繰 り返しによる劣化とその防止法について
「石造文化財の保存 と修復」60.3
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調 査 研 究
③ 石 造 文 化 財 修 理 資 料 検 索 フ ァイル(小 室 と共 著)同 上
●TreatmentofStonewithSyntheticResinsforitsProtectionagainst
DamagebyFreeze-ThawCycles(西浦 ・福 田 と共 著)IIC大 会(パ リ)59.9
●Non-DestructiveMethodforMeasuringtheRefractiveIndexofan
AncientGlassBead第7回ICOM保存 委 員 会 大 会(コ ペ ンハ ー ゲ ン)59.9
④DesignofthePortableApparatusofanInfraredTelevisionCamera同上
④ 考 古 遺物 へ の レフ レ ク トグ ラフ ィー の応 用 保 存 科 学 研 究 集 会(奈 文 研)60.3
⑤ 温 湿 度 測 定 と機 器,文 化 財 の 計 測 論,放 射線 の利 用一 軟X線 を 中心 に,画
像 処 理 技 術 の 利 用 とそ の 展 望
昭 和59年度 博物 館 ・〕芝術 館 等 保 存担 当 学 芸 員1ヅ1修59,12
⑥IIC大 会 とICOM保 存 委 員 会大 会 出庸 報 告 「口本 文 化 財 科 学 会 会 報 」659.12
⑥IIC大 会 とICOM保 存 委 員 会 大 会 に 参 加 して(西 浦 と共 著)
「保 イr禾こ,,,,,f,」2460.3
⑥ 石 の 保 存 処 置 に 関 す る研 究状 況(ジ ャ トソ,オ リア ル共 著,抄 訳)
「石造 文 化 財 の保 存 と修 復 」60.3
馬 淵 久 夫(化 学 研 究 室 長)
② 大 源 太 遺 跡 出 土 変 形四 獣鏡 の 鉛 同位 体 比('1'尾と共 著)
「藤 沢 市 片 瀬 大 源 太遺 跡 の 発 掘 調 査 」59.3
② 愛 知 県 朝 日遺 跡 出 土 銅 滴 の 放 射 化 分 析 と鉛 同 位 体 比 測 定(平 尾 と共 著)
「考 古 学 の 広 場 」259.8
② 前漢 銭 お よび模 鋳 銭 の 化 学組 成(平 尾 ・泉谷 ・八 木 ・木 村 と共 著)
「古文 化 財 の科 学 」2959.12
② ス トロ ンチ ウ ム同 位 体 比 の」二器 ・瓦 のflj'地推 定へ の応 用(川上 と,:=i)
「古文 化 財 の科 学 」2959,12
③ 飛 鳥 ・奈 良 時 代 の銅 のノ准地 は ど こか 「化 学 」s9-1059.10
③ 考 古 学 と実 験 「考u学 ジ ャ ーナ ル 」24059.12
③ 青 銅 器原 料 の産 地 推 定 「固 体 物 理 」20-260.2
④ 鉛 同位 体 比 に よ る考 古学 的 遺 物 の産 地 推 定 日本 化 学 会 第49春季 年 会59.3
④ProvenanceStudyoftheDotakubyLeadlsotopeTechnique(平尾 ・
,・
■
●
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主 要 研 究 業 績
西 田 と共 同研 究)1984ArchaeometrySymPosium,Washington,D・C・59・5
④ 東 ア ジ ア方 鉛 鉱 の鉛 同位 体 比(平 尾 と共 同 研 究)
昭 和60年度 日本 文 化 財 科 学 会 大 会60,3
⑤ 分析 化 学概 論 昭 和59年度 博物 館 ・美 術 館 等 保 存 担 当 学 芸 員 研修59.12
見城 敏 子(物 理 研 究 室 長)
QSomeConservationontheEnvironmentalConditionsSuitableforthe
ConservationofCulturalProperties,theRestoredObjectasaSource
ofHistoricalandTechnologicalInformation
HungarywiththesupportUNESCO60.1
QZTheuseofNikkaPelletsandJapneseTissuMadePlainThe
InternationalJournalofMuseumManagementandCuratorship4-160.3
② 変 退 色 に 対 す る光 モ ニ ター 「保 存 科 学 」2460.3
③ 酸 ・ア ル カ リとそ の 対 策 「建 築 知 識 」26-658.6
③ い に しxの 知 恵 を 現 代 に 生 か す 「JpREPORT45」58・9
③ 初 漆 ・盛 漆 に つ いて 「漆 文 化 」日本 文 化 財 漆 協会4160.2
●EnvironmentalSurveyofHistoricalWoodenBuildingsintheHallof
Nijojo-Shoin第8回 国際 研 究 集会59.11
⑤ 文 化財 の有 機 化学 一 漆 ・膠 一,展 示 環 境 調 査 一 汚 染 因 子 一
昭 和59年度 博物 館 ・美 術 館 等 保 存担 当 学 芸 員 研 修59.12
⑥ 収 蔵 庫 に求 め られ る条 件(1)(伊藤 と共 著)「 博 物 館 研 究 」19-1059、12
⑥ 収 蔵 庫 に 求 め られ る条 件(2)(伊藤 と共 著)「 博 物 館 研 究 」19-1160,1
新井 英 夫(生 物 研 究 室 長)
Q2MicrobiologicalStudiesontheConservationofMuralPaintingsin
Tumuli,第71111国 際 研 究 集 会 プ ロシ ー デ ィ ン グス59.11
② コ ソク リー ト壁 体 の ガス透 過 性(そ の2)一 シポ レ ッ クス の燵 蒸 剤 に 対す る挙 動 一
(森と共 著)「 保 存 科 学 」2460.3
② 石 造 文 化 財 の 生 物 劣 化 とそ の対 策 「石 造 文 化 財 の保 存 と修 復 」60.3
③ 燃 蒸 施 設等 設 計 の 留 意点 「建 築 知 識 」26-659.6
③ 紙 の カ ビを 覗 く(特集:「 紙 」の保 存 を考 え る)「JpREPORT」4559・11
,・
調 査 研 究
④ 文 化 財 保存 科 学 に お け る生物 学 日本 化学 会 第49回春 季年 会59.4
④ 文 化 財 の 虫菌 害 防 除 に つ い て
第28回応 用 動 物 昆 虫 学 会,貯 穀 害 虫 懇 話 会59.4
(4)紙の褐 色斑(foxing)の保 存 科 学 的 研 究
第6回 古 文 化 財 科 学 研 究 会 講 演 会 大 会59,5
④BiologicalProblemsofCulturalProperties,ConservationSeminarof
theJ・PaulGettyConservationInstitute,LosAngeles,U.S.A.59.7
UAntimicrobialFactorsFoundinTumuli,the6thlnternationalBiode-
teriorationSymposium,theGeorgeWashingtonUniversity,Wash-
ingtonD.C.,U.S.A.5y ,g
④ 紙 の 褐色 斑 の 有 機 酸 に つ い て
("4,,回細 管 式 等速 電 気 泳 動 分 析 シ ンポ ジ ウム59.12
⑤ 紙 類 の 微 生 物 に よ る被瞥(第6回 爵籍 ・古 文 書 等 のむ し ・か び 害 保 存 対 策研
修 会)㈱ 文 化 財 虫 害 研 究 所59.6
⑤BiodeteriorationofCulturalPropertiesandItsControl,
a)CanadianConservationInstitute,Ottawa.59 ,g
b)TheMuseumofModernArt,NewYork.59 ,g
⑤ 文 化 財 保存 科 学 に お け る生 物 学 的 研 究 東 文 研 保 存 科 学 セ ミナ ー59.9
⑤ 米 国 等 に お け る文 化 財 保 存 科 学 の動 向
東 京 国立 文 化 財 研 究 所 総 合 研 究 会59.9
⑤ 文 化 財 の微 生 物 に よ る被 害 とそ の 防 除(第6回 文 化 財 虫 徽 害 保 存 研 修 会)
㈱文 化 財 虫害 研 究所59.9
⑤ 文 化財 の生 物 劣化 とそ の 防 除 芭蕉 記 念 館59 ,10
⑤ 文 化財 の生 物 劣 化 一 虫 徽 害 一
昭 和59年度 博 物 館 ・美術 館 等保 存 担 当学 芸 員研 修59.12
⑤ 文 化 財 の生 物 劣 化 と防 除 対 策 東工 大 ・文 化財 研 究 会60 .2
⑤ 文 化 財 虫 菌 害 防 除 作 業 主 任 者 の 研 修 と能 力 認定 の講 習会
㈲ 文 化 財 虫 害 研 究 所60.2
森 八 郎(生 物 研 究 室)
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主要研究業績
② 醐素剤による防虫処理(Ⅲ)一棚素剤混入セル・一ス素材のゴキブリに対す
る効力試験(予報)「 文化財の虫菌害」859.8
② コンクリー ト壁体のガス透過性(その2)一シポレヅクスに対する漁蒸剤の
挙動(新井と共著)「 保存科学」2460.3
③ 文化財と昆虫(7)「 環境衛生」31-459.4
③ 古文化財の虫害 と保存 「大法輪」51-559.5
③ 文化財と昆虫(8)「 環境衛生」31-759.7
③ 文化財と昆虫(9)「 環境衛生」31-959.10
③ 本を喰う虫たち(特渠:[紙」と保存を考える)「JPREPORT」4559.11
③ 本の虫 ・カビとその対策(牲集:木 と紙)「 大学時報」33-17959.11
③ 文化財と昆虫(10)「 環境衛生」32-160.1
④ 棚素剤による防殺虫処理(策2報)一 シuア リに対する効果一
第371i」日本衛生動物学会大会60.3
⑤ 諮籍 ・古文樽等を加筈する昆虫とその被警対策(第6回書籍 ・古文書等の
むし・かび害保存対策研修会)ω 文化財虫害研究所59.6
⑤ 文化財の虫害 と防除(策6回文化財虫徽害保存研修会)
㈱文化財虫害研究所59.9
⑤ 文化財の畑蒸処理(第4回文化財の畑蒸処理実務講習会)
㈱文化財虫害研究所59.12
⑤ 文化財虫菌害防除作業主任者の研修 と能力認定の講習会
㈲文化財虫害研究所60.2
⑥ 衛生動物学会の発展を顧みて 「環境衛生」31-959.10
修復技 術部
鈴木 友也(修 復技術部長)
① 東北の工芸(共編)「 日本の伝統工芸1北 海道 ・東北」60.3
① 曲げ物と日本人(共編)「 日本の伝統工芸1北 海道 ・東北」60.3
① 大山祇神社60.3
⑤ 資料の修理(歴史資料)歴 史民俗資料館等専門職員研修会 文化庁59.11
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⑤ 文化財の調査表作成 工芸品 指定文化財展示取扱講習会 文化庁
⑤ 日本の金工 夏期講座 金沢文庫
⑤ 保存修復概論 昭和59年度博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修
中里 寿克(第一修復技術研究室長)
② 古代漆下地の研究
② 伝統の会津塗
⑤ 鎌倉時代の蒔絵と抜法
⑤ 縄文時代の製作技法
西浦 忠輝(第一修復技術研究室)
「保存科学」25号
「日本の伝統工芸」1北 海道 ・東北
美術部・情報資料部夏期学術講座
東京国立文化財研究所総合研究会
59.7
59.8
59.12
60.3
60.3
59.7
60.1
③ 合成樹脂による岩石の凍結破壊防止(三浦 ・福田と共著)
「石造文化財の保存と修復」60.3
② 石の樹脂処理 と塩類風化一 シラン処理石材か らの水の蒸発と塩結晶による
破壊挙動;石造文化財の保存,修 復処置に関する研究〔Ⅱ〕 同上60.3
② 樹脂含浸石材の圧裂引張り強度試験;石 造文化財の保存,修 復処置に関す
る研究〔皿〕 同上60.3
② 石材への樹脂含浸効果 と石の含水率との関係;石 造文化財の保存,修 復処
置に関する研究〔Ⅳ〕 同上60.3
② シランと有機樹脂の混合による石粒の固定実験;石造文化財の保存,修復処
置に関する研究〔V〕 同上60.3
② 再使用を目的 とした古瓦の樹脂含浸処理 同上60.3
② 重文 ・園比屋武御嶽石門屋根材の保存,修 復処置 同上60,3
② 生駒親正墓の修復(青木 ・樋 口・田辺と共著)同 上60.3
② 重文 ・定光寺観音堂古瓦の保存 ・修復処置 同上60.3
② 文化財の保存を目的とした歴史的住宅建築の構造的補強法(新修理技法)の
開発に関す る研究一特にぬき接合部について(伊藤 ・安藤と共著)
「住宅建築研究所報」No.1160.3
③ ベルギー報告 一言語問題と王立文化財研究所一
「学術月報」第37巻第12号59.12
③IIC大会とICOM保存委員会大会に参加 して(三浦と共著)
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主 要 研 究 業 績
「保 存 科 学 」2460.3
③ 石材 プ レパ ラ ー ト標 本 と岩 石 資 料 カ ー ド(江本 ・加藤 と共 一i)
「石 造 文 化 財 の保 存 と修 復 」60.3
③ 海 外 文 献 抄 訳(三 浦 ・馬 淵 と共 著)同 上60.3
③ ベル ギ ー便 り一 王 立 文 化 財 研 究 所 と言 語 問題
「日本 文 化財 科 学 会 会 報 」第7号60.3
●TreatmentofStonewithSyntheticResinsforltsProtectionagainst
DamagebyFreeze・thawCycles(福田 ・三 浦 と共 同)
TenthIICCongressinParis59.9
QExperimentalStudyontheAdhesionStrengthofLacquerCoating
7thTriennialMeetingofComitteeforConservationofICOMin
Copenhagen5g,g
⑥ 石 材 表 面 強 化 方 法 に つ い てrIR要 文 化財 幸 橋 保 存 修 理 工 事 報/1:一一f1-1t=」59.9
茂 木 曙(第 一 修 復 技 術 研 究 室)
⑤ 「文 化 財 の 科 学的 保 存 と修 復」(木造 建造 物 の 保存 を 主 に)
㈱ 両 忘 会 青 少 年 研 習 道 場59.8
⑤ 「文 化 財 の 科 学 的 保 存 と修 復 」(木造 建造 物 の 彩 色保 存 処 置 を主 に)
長 岡厚 生 会 館59.8
増 田 勝 彦(第 二 修 復 技 術 研 究 室 長)
② 製紙 に 関 す る古 代技 術 の研 究(III)一'了三麻 布 ・楮 の臼 掲 に よ る叩 解 一(大 川
と共 著)「 保 存 科 学 」2460.3
② 重 要 文 化 財 長 谷 寺 本堂 壁 画r廿五 悠薩 来迎 図 』剥 落 止 め 処 置法 の研 究(樋 口
と共 著)「 保 存 科 学 」2460.3
QZDocumentingtheDamagesofMuralPaintings
第8回 文 化 財 保 存 修 復に 関 す る国 際 シ ンポ ジ ウ ム59.11
③VegetableAdhesivesUsedintheWorkshopoftheHyogushi,Restorer
andMounterofJapanesePaintingsIIC10thInternationalCongress
(Paris)59,g
⑤ 表 具 の 科 学 昭 和59年度 博物 館 ・美術 館等 保 存 担 当学 芸 員研 修59.12
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⑥ 儲画におけるクリーニング(翻訳)「 保存科学」2460.3
樋ロ 清治(第 三修復技術研究室長)
② 彩色木彫像の保存修復処置について(受託研究報告第54号)
「保存科学」2460.3
② 彩色木彫像の保存修復に用いた彩色顔料と合成樹脂による色変化(今津節生
と共薯)「 保存科学」2460.3
② 重要文化財長谷寺本堂壁画「廿五菩薩来迎図」剥落どめ処理法の研究(増田勝彦
と共'm「 保存科学」2460.3
② 石造文化財の保存処置における合成樹脂の応用 とその問題点
石造文化財の保存と修復60.3
② 史跡 ・伝徳一廟石塔の保存修理(伊藤と共著)石 造文化財の保存と修復60.3
② 生駒親正墓の修復(青木 ・西浦 ・田辺と共著)石 造文化財の保存と修復60.3
(5)出1:遺物保存材料 埋蔵文化財発掘技術者研修会59.10
⑤ 文化財の修復と合成樹脂
昭和59年度博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修59.12
青木 繁夫(第 三修復技術研究室)
② 土製品の保存 ・修復1一 塩類風化によって損傷をうけた土器の保存 ・修復
「保存科学」2460.3
② 出土銅造仏像の保存修復研究 「保存科学」2460.3
② 鉄造茶釜(永正二年在銘)の保存修復に関する研究 「保存科学」2460.3
② 生駒親正墓の修復(田辺 ・樋 口・西浦と共著)
「石造文化財の保存と修復」60.3
③ 英国における保存科学の現状 「文化庁月報」19860.3
⑤ イギリスの保存科学教育 古文化財科学研究会60.3
⑤ 金属製品の保存修復 昭和59年度博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修59.12
情報資料部
官 次男(情報資料部長)
② 浄土教の絵画 全集日本の古寺8京 の浄土教寺院 集英社59.8
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主要 研 究 業績
③ 地 獄 の 諸 相 同 上
④ 日本 古 代 中 世 絵 画 に お け る景 観 表 現 美 術 史 学 会 第37回全 国 大会59.5
●TheDevelopmentofPaintingsoftheLotusSutrainJapan
InternationalConferenceontheLotasSutrainJapaneseCulture,
UniversityofHawaii59.12
⑥ 命 蓮 聖 と信 貴 山 縁 起 ロイ ヤ ル ホ テ ル文 化 講 座59.5
⑤ 源 氏 物 語 絵 巻 を め ぐって 横 浜 朝 日 カル チ ャー セ ン ター59.8
⑤ 鎌 倉 時 代 の 仏 教)さ術 〈仏 教 説 話 図 ・祉 寺縁 起 と高 僧伝 絵 ・祖 師 像 と頂 相 〉
朝 ロ カル チ ャー セ ン ター60.3
米 倉 蓮 夫C'is任研 究 官)
③ 随 身 庭 騎 絵 巻等 日本 古 典 文 学 大 辞 り1専第3,4,5巻 岩 波書 店59.4,7,10
⑥ 鎌 倉 時 代 の 肖像 画 美術 部 ・情 幸侵資料 部 夏期 学 術 講 座59.7
⑥ 朝 鮮,.術の特 質(DietrichSecke喀翻 訳)ジ で術 学 研 究 双 書(芸 術 と民 族)所 収
玉 川大 学 出版 部59.4
猪 川 和 子(文 献 資 料 研 究 室 長)
① 蔵T権 現 像 と金 剛 竜 了像 御 嶽 信 仰(共 箸)雄 山 閣60.2
② 毘沙 門 天 像 考r中尊 、1乏東 北 の 古 芋ll全 集 日本 の古 寺59.7
② 愛 媛 の溝 涼 午式 釈 迦 如 来 像 美 術 研 究31359.12
④60.3
?
?
?
神将像の系講
島尾 新(文献資料研究窒)
④ 禅宗芸術の特質
鶴田 武良(写真資料研究室長)
月影館審定近代中国絵画
任伯年と黄賓虹一近代絵画への転1
東京国立文化財研究所総合研究会
日貿出版社
t点 松濤美術館"中国絵画展"口録
仏教青年会59.4
59.10
59.4
中国画家訪問記2一 黄苗子・張源 ・王路 ・張祖英 ・江皓氏
季刊水墨画2859.5
② 中国画家訪問記3一 現代中国絵画の動向一,,.術教育(1;・展覧会
季刊水墨画2959.7
② 斉白石の生涯 中国水墨画160.3
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② 評伝呉昌碩(昭和51年講談社刊「呉昌碩」収載論文の中文訳)
美術訳叢 総第5期
③ 李鱗筆月季花図 国華1073
④ 描絵黄山的作品和黄呂画山水冊的介紹 黄山画派学術討論会
④ 黄山画派学術討論会について 一中国美術史学界の現況一
美術部 ・情報資料部研究会
⑤ 現代中国絵画の動向
⑥ 現代芥子園画伝(翻訳)
⑥ 現代中国画壇の大家・董寿平(翻訳)
鈴木 廣之(写真資料研究室)
② 騎射と狩一縫靱人狩猟図をめぐって
③ 伝狩野永徳筆 伯夷叔斉図
③ 研究資料 廻国道の記(2)
③ 遍歴者の造形
④ 伝狩野永徳筆 伯夷叔斉図について
8.そ の他 の研 究 活動
ほかの機関における講義など
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
(機 関 名)
美術部・情報資料部公開学術講座
日貿出版社
季刊水墨画31
国華1077
美術研究328
美術研究329
福井県立美術館岩佐又兵衛展図録
美術部 ・情報資料部研究会
東京工業大学非常勤講師
東京大学文学部非常勤講師
武蔵野美術大学非常勤講師
成城大学非常勤講師
青山学院大学非常勤講師
日本女子大学非常勤講師
東京芸術大学音楽学部非常勤講師
武蔵野美術大学非常勤講師
図書館情報大学非常勤講師
東京芸術大学美術学部非常勤講師
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59.6
59.5
59.6
59.12
59.7
60.1
59.10
59.6
59.9
59.11
59.5
(担当 科 口)
古文化財考古科学第二
美術史学特殊
日本美術史概論
日本近代美術史・演習
美術
服装文化史特論
音楽学
中世文学演習
図書館資料保存法
保存科学
噌
??
?
?
?
?
?
?
?
?
東京工業大学非常勤講師
東京工業大学非常勤講師
東京芸術大学美術学部非常勤講師
東京芸術大学美術学部非常勤講師
東京女子大学非常勤講師
主要研究業績
古文化財考古科学第二
古文化財考古科学第二
文化財保存修復概論
合成樹脂特論
日本仏教彫刻史
●
一5?一
一Ⅳ.事 業
6
1.出 版
(1)庭 術 研 究
x4術部 ・情報資料部所属の研究員による美術に関する調査研究の成果を公表するた
めの機関誌で,論文 ・研究資料 ・図版解説 ・美術関係文献の校刊を掲載 し,なお所外
研究者の寄稿を受けることもある。本誌は美術部の前身である美術研究所の開設後問
もない昭和7年1月 に創刊され,爾 来57年度末までに323号が出版された。57年度か
ら季ill発行となり,59年度は,328一か ら331号までが下記の内容で刊行された。A4
版,各 号本文40頁(欧文抄録2頁 を含む),原色図版1,単 色図版8。
美術研究328号(昭和59年6月発行)
呂洞賓といわゆる画像について 一画主の変身一
黒田滑輝^鮮智 ・感 ・情」をめぐって
伝狩野永徳筆 伯夷叔斉図(図版解説)
美術研究329号(昭和59年9月発行)
狩野芳崖晩期の山水画 と西洋絵画
頁
海老根聰郎……1
三輪 英夫……16
鈴木 廣之……27
佐藤 道信……1
亜欧壁田善製作の銅版画と阿蘭陀版r全世界新地図帖』の銅版画(上)
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(2)日本美術年鑑
毎年1月 初か ら12月末までの美術界の活動状況を記録す るもので,美術界年史,展
覧会記録,文 献口録,物 故者略歴等を収録する。 美術部,情 報資料部の研究員が調査
執笠を行い,美 術部第二研究室が編集している。本年度は昭和57年の内容を もって昭
和58年版を刊行 した。B5版,292頁。
日本美術年鑑 ・昭和58年版(昭 和60年3月発行)頁
昭和57年美術界年史
美術展覧会(現代美術 ・西洋美術)
美術展覧会(東洋古美術)
??
?
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美術文献目録(定期刊行物所載)(現代美術・西洋美術)
美術文献目録(定期刊行物所職)(東洋古美術)
物故名
148
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243
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(3)芸能の科学15芸 能論考珊
狂言の動作単元 下
空也踊躍念仏の伝播と伝承
長唄における段切のパターンについて
マクラの音楽技法
羽田
民俗芸能の有効な保存伝承方法の磁泣に関する調査研究一その1一
興 ・松本 雍
中村 茂子
加納 マリ
山田智恵子
三隅 治雄
(4)保存 科 学
所属研究員による文化財の保存と修復に関する科学的調査,研 究,受 託研究報告等
の論文,報 告及び修復処置概報等を掲載している。本年度は第24号を発行した。
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保存科学 第24号(昭和60年3月発行)
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ポール ・M・シaバルツパウム,増 田勝彦(訳)……65
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受託研究報告第52号 青 木 繁 夫……73
鉄造茶釜(永正二年在銘)の保存修復に関する研究
受託研究報告第53号 青 木 繁 夫……79
彩色木彫像保存修復処理について
受託研究報告第54号 樋口清治 ・今津節生……85
重要文化財長谷寺本堂壁画r廿五菩薩来迎図』剥落止め処理法の研究
受託研究報告第55号 増田勝彦 ・樋 口清治……95
11C大会とICOM保存委員会大会に参加して 三浦定俊 ・西浦忠輝…105
昭和59年度修復処置概報 修 復 技 術 部…109
(5)石 造 文 化 財 の 保 存 と修 復
保存科学部 ・修復技術部の特別研究「石造文化財一石及び類似材料の保存と
・1
出 版
修復に関する科学的 ・技術的研究」は8年 日の最終年次に当り,これまでの
研究成果をまとめ刊行 した。内容は下記の通 りである。
石造文化財の保存と修復(昭和60年3月発行)
一昭和52～59年度特別研究報u=-u
If
1総 論
Ⅱ 凍結劣化とその対策
・概説一石造文化財の凍結一融解繰 り返 しによる劣化とその防止法について
伊 藤
江 本
?
?
?
?
?
?ー?
?
?
物
男
理
。措石の凍結破砕の機構
。居石の凍結破砕に伴うAEの発生について 福
・合成樹脂による告石の凍結破壊防1L三 浦定俊 ・福田正己 ・西浦忠輝
。凍結一融解サイクル出現頻度の全国分布 三浦定俊 ・福田正己
。北海道小樽の史跡における眉石の凍結一融解繰 り返しについて
?
?
?
?
?
?
福 田 正 己
G
皿 塩類風化とその対策
。概説一石の塩類風化について 江 本 義 理
。凝灰岩の劣化と化学組成 一大分県磨崖仏群を中心に一………馬 淵 久 夫
・石の樹脂処理と塩類風化一シラン処理石材からの水の蒸発と塩結品による破
壊挙動;石造文化財の保存 ・修復処置に関する研究〔II〕………西 浦 忠 輝
。千葉県館山市大福寺磨崖仏の塩類風化と保存対策について……関 陽太郎
・研究 ノー ト ー大谷磨崖仏のいわしおと湿度環境 見 城 敏 子
Ⅳ 生物劣化とその対策
。石造文化財の生物劣化とその対策 新 井 英 夫
V保 存,修 復処置に関する基礎実験
。樹脂含浸石材の圧裂引張 り強度試験;石 造文化財の保存,修 復処置に関する
研究〔皿〕 西 浦 忠 輝
。石材への樹脂含浸効果(防水効果)と眉の含水率 との関係;石造文化財の保存,
修復処置に関する研究〔Ⅳ〕 西 浦 忠 輝
‐s1‐
一
事 業
。シランと有機樹脂混合による石粒の固定実験;石 造文化財の保存,修復処置
に関する研究〔V〕 西 浦 忠 輝
・再使用を目的 とした古瓦の樹脂含浸処置 西 浦 忠 輝
VI保 存,修復処置の歴史と現状
・石造文化財の処置における合成樹脂の応用とその問題点………樋 口lll「治
。史跡 ・伝徳一廟石塔の保存修理 伊藤延男 ・樋口清治
・IR文・園比屋武御嶽石門の屋根材の保存修復処置 西 浦 忠 輝
・生駒親正墓の保存修復 青木繁夫 ・樋口清治 ・西浦忠輝 ・田辺三郎助
。i({文・定光寺観音堂の古瓦の保存,修復処置 西Dili忠 輝
・調査 レポー ト ー臼杵磨崖仏の保存について
エデ ィ,ド ゥウィッタ ・西浦忠輝(訳)
Vf[資 料
・石材 プレパラー ト標本と岩石資料カード 江本義理 ・加藤 昭 ・西浦忠輝
。石造文化財修理資料検索ファイル 三浦定俊 ・小室信子
。海外文献抄訳 三浦定俊 ・西浦忠輝 ・馬淵久夫
ゆ
㈹ 国際 研究 集会 プ ロシーデ ィングス
The7thInternationalSymposiumontheConservationandRestorationof
CulturalProperty‐ConservationandRestorationofMuralPaintings(1)‐
(1984)
「壁 画 の保 存 」を 主 題 と した,保 存 科 学 部 ・修復 技 術 部 担 当 の二 年 継 続 の 国 際 研 究 集
会 の 第一II旧(58.11.17～11.21)のプ ロ シ ーデ ィ ン グ(英文)を 刊 行 した 。 第 一 回 目は
占墳 や洞 窟 内 の壁 画 の 保 存 に 関 連 した 内 容 で,本 プ ロ シー デ ィ ングに は,発 表 論 文,
質 疑 応 答,総 合 討 議,特 別 講 演 な どが 含 まれ る。 内容 は下 記 の通 りで あ る。
GiorgioTORRACA:EnvironmentalProtectionofMuralPaintingsinCaves
QIYingtao:StudiesonConservationoftheGrottoTemplesandthe
MuralPaintingsofAncientGravesinChina
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O.P.AGRAWALandKamalK.JAIty:ProblemsofConservationofWall-
PaintingsinIndia
PaulM.SCIIWARTZBAUM,IppolitoMASSARI,GiovannaPIGNATELLIand
CarloGIANTOMASSI:ApproachestotheConservationofMuralPain-
tingsinUndergroundStructures
TakeoKADOKUF2A:);xhibitionoftheWall-PaintingsoftheTumulus
Torazuka
TakashiOfcnznxi:ANoteonMuralPaintingsintheOrnamentedTombs
intheKofunPeriod
TerukazuAKIYAMA:ThcWal1・YaintingsoftheTulnulusTakamatsuzuka
ICanekatsuINOKUMA:ExcavationandShortHistoricalSurveyofTaka-
matsuzukaAncientTumulus
ShinMlvnxL:PreservationFacilitiesfortheTumulusTakamatsuzuka
SadatoshiMIURAandHcizoSAITO:TemperatureandHumidityinthe
TumulusTakamatsuzuka
HideoAltn1:MicrobiologicalStudiesontheConservationofMuralPain-
tingsinTumuli
JacquesB12UNLTandPierreVIUAL:PreservationofOrnamentedCaves
ofFrance
I{azuoYAMASAKIandYoshimichiEMOTO:ColoringMaterialsUsedon
JapanesePaintingsoftheProtohistoricPeriodandRelatedTopics
MasamiFUKUDA:RockWeatheringProcessesbyFrostupontheWall
CarvingsanditsPreservation
EddyDEWITTE,StefaanFLoRQu1Nan(1AlfredTERFvE:WaterRepe・
RentsasMoistureBarrierforDampWalls
ElizabethPYE:TheTreatmentofExcavatedFragmentaryWallplaster
ZdravkoBAROV:ThracianPaintedTombsTechnicalNotesandConserva-
tionProcedures
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KatsuhikoMASUDA:RestorationTreatmentoftheTakamatsuzukaWall-
Paintings
MasaruSEKINO:AReviewontheConservationofOrnamentedTumuli
OverallDiscussion
HatsushigeOTSUKA:LectureontheTumulusTorazuka
PosterSession
SumartoyoDARSOATMOJO:CavePaintinginIndonesia
o
ゆ
2.黒 田 清 輝 巡 回 展
黒田満輝の遺作の多くを所蔵 している本研究所は,黒 田清輝の功績を記念し併せて
地方文化の振興に資するために,昭和52年度か らの事業として黒田清輝巡回展を年1
回地方において開催 してきた。
本年度は特に地元の要請により福井市で開催 した。
会 場 広島県立美術館
会 期 昭和59年10月20日～昭和59年11月11日
主 催 東京国立文化財研究所 ・広島県立美術館
開催 日数20日 間
入場者数12,981人
陳列点数 油彩 ・パステル60点,木炭デ ッサン50点,写生帖17点,書簡3点,
日記5冊,参 考資料若干
図 録A4判 変型,114頁,原色版6頁,単 色版80頁
,
鱒
3.公 開 学 術 講 座
美術部 ・情報資料部(第18回)
日 時 昭和59年12月1日(土)13:30～16:30
会 場 日本経済新聞社小ホール(9階)
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講 演(1)仏 教書道一特に日本中世 美術部主任研究官 田村 悦子
② 現代中国絵画の動向1'it報 資料部写真資料研究室長 鶴田 武良
芸能部(第16回)
日 時 昭和59年12月6日(木)18:00～20:30
会 場 朝日新聞社朝 日ホール
テーマ 民謡の技法
講 演(1)民 謡の分布
② 民謡の伝承 一今口と明日一
実演と話
4.夏 期学 術講 座
美術部 ・情報資料部(第2回)
芸能部長 三隅 治雄
主任研究官 中村 茂子
本條秀太郎 ・高塚とし子
松戸 サダ ・石見 寿江
ヤング民謡 グループ ・トイチンサ
美術部 ・情報資料部においては文化財保護の専門家あるいは博物館 ・美術館等の学
芸員の研究進展とその業務に役立てるため,当 研究所の研究員が専門分野において有
形文化財の調査研究の理論と応用の実際を講義指導する趣旨のもとに,東 京国立文化
財研究所会議室(2階)を会場とし,別表のような口程と演題で2日間にわた り夏期学
術講座を実施した。受講対象者については地方公共団体の文化財担当職員,博 物館 ・
美術館等の学芸員,大学院生又は大学院修了者で将来上記職員を希望する者と限定
し,年令は30歳未満とした。本年度の受講者は38名。
別表 テーマ ー鎌倉時代の美術II一
脇7月16日(月)脇
・・…N・・…1開 会の辞 所長 藤 延男
・・… 一・2…1囎 時代の肖像画 欄 資椰 主任研究官 米倉 激
13:20～15:10鎌倉時代の仏画 美術部第一一研究室長 関口 正之
黒田清輝記念室の見学(解 説者 ・三輪英夫)
及 び15:20～16:20赤外線
TVに よる調査の実演(解説者 ・柳澤 孝)
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魏7月17日(火)鵬
鎌倉時代の蒔絵と技法10:10～12:00
修復技術部第一修復技術研究室長 中里 寿克
　
・3・2・一・5・1・隊 舗 代の彫刻 文化庁 文化騰 螢 西川杏太郎
・5・2・一・6・2・1四11に対する質問と懇談 ?
芸 能 部
芸能部においては,芸 能の多角的かつ総合的な研究に資することを日的として,例
年,夏 期4日 間にわたる学術講座を実施している。会場を東京国立文化財研究所会議
室とし,芸能部員がそれぞれの専門分野における研究成果を体系的に講ずるかたちを
とるが,本 年度は「悔過会とその周辺」とい うテーマを設け,7月9日 から7月13日ま
で,別 表の講演題日によって,悔 過会 と称される仏教行事の成立 と特色,そ の展開の
種々相をたどった。
受講対象は,こ れまで主として早稲田 ・慶応の大学院生に限定 していたが,本年度
か ら都内各大学の大学院生とし,33名の受講者があった。
1!
　 　
7/9
(月)1
7/10}
(火);
7/12
(木)i
7/13
(金)1
一 悔 過 会 と そ の 周 辺 一
1(10:30^12:00)
日本仏教の宗脈
白行と利他
悔過作法のかたち
悔過会と習俗
一呪 具一
講演者 佐藤 道子
!・(・3… 一・4・3・)1皿(・4・45-・6・・5)
1仏 教 儀礼[仏 教 儀礼
μ 表現形式のさまざま一 一表現形式のさまざま一
1
{餓 悔 悔過i悔 過から髄 会へ
1論 あみたちF唾 謹
悔過会と習俗 質 疑
1一 呪 法一t
噂
..
9■
一
??
5.博 物館 ・美術館等の保存担当学芸 員研修
近年,地 方においては,博 物館 ・美術館等の数が増加すると共にその施設が近代化
し,くん蒸室,保 存科学室,修 復室等の保存に関する部門や施設設備が整備されて,
学芸員のうちからこれ ら保存部門を担当する職員が配置されてきている。 しか しそれ
らの職員が保存科学,技術の知識を習得 しようとして も適切な学習の場や教材がない
のが実情である。そのため博物館 ・美術館等の学芸員で保存を担当する者に対 して,
文化財の科学的保存に関する基礎的な知識及び技術について研修を行い,そ の資質の
向上をもって文化財の保護に資することを日的とし研修会を開催した。受講者数7名。
日程及び研修題口 ・講師は下記の通 りであった。
12月3日(月)
1,開会式 ・オリxンテーション・所内見学
2,人 文科学 と白然科学 所長 伊 藤 延 男
3.保 存科学概論 保存科学部長 江 本 義 理
12月4日(火)
4.分 析化学概論 保存科学部化学研究室長 馬 淵 久 夫
5,温 湿度測定と機器 保存科学部主任研究官 三 浦 定 俊
6.文 化財の計測論 三 浦 定 俊
12月5日(水)
7.環 境 概 論 江 本 義 理
8.文 化財の照明 保存科学部主任研究官 石 川 陸 郎
9.実u一 光源の扱い一 石 川 陸 郎
12月6日(木)
10.実 習 一測定法と機器補正一 三 浦 定 俊
11.文化財の生物劣化 一虫徽害一 保存科学部生物研究室長 新 井 英 夫
12.実 習 一生物一 新 井 英 夫
12月7日(金)
13.文化財の有機化学 一漆 ・膠一 保存科学部物理研究室長 見 城 敏 子
14,展示環境調査1一 空調機とフィルター一
一67一
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保存科学部主任研究官
15.実 習 一展示環境1-
12月8日(土)
16.材質劣化概論
12月10日(月)
17.実 習 一生 物一
18.展示環境調査∬ 一汚染因子一
19.実 習 一展示環境∬-
12月11日(火)
20,保存修復概論 修復技術部長
21.文化財の修復と合成樹脂
修復技術部第三修復技術研究室長
22.実 習 一合成樹脂一
12月12日(水)
23.海外博物館における保存の動向
24.放射線の利用 一軟X線 を中心に一
25.実 習 一X線 撮影一
12月13日(木)
26.画像処理技術の利用とその展望
27.実 習 一赤外線 ・紫外線撮影一
12月14日(金)
28.金属製品の保存修復
修復技術部第三修復技術研究室研究員
29.表具の科学 修復技術部第二修復技術研究室長
30.実 習 一表 具一
12月15日(土)
31.レポー ト作成 ・修了式
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門 倉 武
門 倉 武 夫
江 本 義 理
新 井 英 夫
見 城 敏 子
見 城 敏 子
鈴 木 友 也
樋 口 湾 治
樋 口 溶 治
伊 藤 延 男
三 浦 定 俊
石 川 陸 郎
三 浦 定 俊
石 川 陸 郎
青 木 繁 夫
増 田 勝 彦
増 田 勝 彦
鱒
∂会 議
6.会 議
文 化 財 の 保 存 及 び 修 復 に 関 す る 国 際 研 究 集 会
昭 和52年度 よ り毎 年 開 催 してい る本 集 会 の本 年 度(第8回)の テ ー マは,「 壁 画 の 保
存一II」と して,修 復 技 術部 の担 当 で開 催 した 。前 年 は,地 中 に あ る壁 画 の 保 存 を 主 題
に取 り上 げ たが,本 年 は,建 造 物 に付 随 す る壁 画 の 保 存 を 主 題 と して,講 演 と質 疑応
答 が行 わ れ た 。 土 壁 や 石 壁 の壁 画 だ け でな く,貼 付 壁 や 襖 な ど も壁 画 と して 取 り上 げ
て い る 日本 の建 造 物 の特 殊 性 を 海 外 か らの 参 加 者 に 理 解 して も ら うた め,第1日 目の
午 後 に,東 京 国 立 博 物 館 裏 庭 に あ る応 挙 館 を 見 学 す る時 間 を 設 け た 。
講 演 者 は 海 外9名,国 内10名で あ った 。 講 演 は6セ ッ シ ョ ンに分 け て,次 の よ うな
日程 で行 わ れ た。
名 称 壁 画 の保 存(Ⅱ)
一 第8回 文 化 財 の保 存 修 復 に 関 す る国 際 研 究 集 一
InternationalSynposiumortheConservationandRestorationof
CulturalProperty‐ConservationandRestorationofMuralPain-
tings(II)
日 時 昭 和59年11月19日(月)～22日(木)
場 所 国立 社 会 教 育 研 修 所
(題名及 び 発 表 者)
11月19日(月)
第1セ ッシ ョン(総 論)
1.PaintedSurfaceinEuropeanArchitecture(ヨー ロ ッパ建 造 物 に お け る彩 色
表 面)イ クRム イ タ リアJ.ヨ キ レ ッ ト
2.TheUseofColorinJapaneseArchitecture(日本 建 築 に お け る彩 色)
東 京 国立 文 化 財研 究所 伊藤 延 男
3,JapaneseWall・painting:anArtHistoricalOverview(日本 壁 画:美 術 史 か
らの概 観)学 習 院 大 学 秋 山 光和
応 挙 館見 学(東 京 国 立 博 物 館 裏 庭)
11月20日(火)
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第2セ ッ シ ョン(保 存 の歴 史)
4.ConservationandRestorationofMuralPaintingsinIndia(イン ドに お け
る壁 画 の保 存 と修 復)文 化 財 コ ンサ ル タ ン ト イ ン ドR.セ ン グプ タ
5.AdministrativeMeasuresfortheConservationofMuralPaintingson
JapaneseArchitecture(日本 建 築 内 壁 画 保 存 行 政 の 歴 史)文 化庁 鈴木 嘉 吉
第3セ ッシ ョン(環 境)
6.MuralPaintingsandTheirEnvironment(壁画 とそ の 環 境)
ナ シ ョナ ル ギ ャ ラ リー イギ リスG.ト ム ソ ン
7.SomeAspectsofHumidityProtectionintheFieldofHistoricBuildings
(歴史的 建 造 物 に お け る湿 度 防 御 の 方 法)
サ ナ ム ロ有 限 会 祉 イ タ リア1.-rッ サ ー リ
8.EnvironmentalSurveyofHistoricalWoodenBuildingsintheHallof
Nijojo・shoin(二条城 書院 内 の環 境 調 査)東 京 国 立 文 化 財 研 究所 見城 敏 子
11月21日(水)
第4セ ッシ ョン(壁 画 の 構 造,材 質,技 法)
9,HistoricalViewoftheTechniquesofJapaneseMuralPaintings(日本 に
お け る壁 画技 術 の歴 史的 変 遷)奈 良 国 立 博物館 濱 川 隆
10.ThaiTraditionalMuralPaintingandConservation(タイ の伝 統 的 壁 画 と
保 存)考 古 局 壁 画 保 存 部 タ イW,ソ ン クラ ー
11.SomeMuralPaintingsinIndonesianTraditionalHousesandTheir
ProblemofConservation(イソ ドネ シア の伝 統 的 建 築 の壁 画)
ボ ロ ブ ドー ル遺 跡 プ ロジ ェ ク ト イ ン ドネ シアS.シ ス オ イ ヤ ン ト
12.ColoringMaterialsUsedonJapaneseMuralPaintingsWithinBuildings
(日本 建 築 内 壁 画 に使 用 され て い る色 料)東 京 国 立 文 化 財 研 究所 江本 義 理
第5セ ッ シ ョン(壁 画 の 調査)
13.InfraredReflectographyofPainting;Principles,DevelopmentandApp-
lications(絵画 の 赤 外 線 映像 法;原 理 ・発 展 ・応 用)
国立 グ ロニ ン ゲ ソ大 学 美 術 史 研 究所V.ド ・ボ ァ
14.ReproductionofColoredPatternsAppliedontheBuildingsofTemples
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andShrines(社寺 建 築 彩 色 文 様 復 元 模 写 に つ い て)
建 築 彩色 文 様 復 元 模 写 山崎 昭 二 郎
15.ExaminingJapaneseWall-paintings(fromthe7thethrough14thcen-
turies)UsingShysico-opticalMethods(物理 光 学的 方 法 に よ る 日本 壁 画 の調 査
(7～14世紀)東 京 国立 文 化 財 研 究 所 柳 澤 孝
11月22日(木)
第6セ ッ シ ョ ン
16.SomeProUlemsontheDamagesandRestorationofJapanesePanel
PaintingsWithinWoodenBuildings(壁画,陣 壁 画 の 保 存 の2,3の 問 題)
文 化 庁 渡 辺 明 義
17.CxplorationinConservationandRestorationofMuralPaintingsin
AncientTemplesandTεloistTelnplesinChina(中国 仏 教,道 教 寺 院 内 壁 画
の 保 存 と修 復)文 物 保ii科学 技 術 研 究 所 徐 繊 明
18.ThcConservationandRestorationoftheFire・damagedPaintingsof
theDomeoftheAlAgsaMosque,Jerusalem(火災 に よ る損 傷 を 受 け た ドー
ム内 壁 画 の保 存 修 復,イ ス ラエ ル,ア ル ア クサ,モ ス ク)
イ ク ロムP.シ ュバ ル ッバ ウ ム
1g.DocumentingtheDamagesofMuralPaintings(壁画 損 傷 部 の 作 画 に よ る
調査)東 京 国立 文 化 財 研 究 所 増 田 勝 彦
総 合 討 議 司会 伊藤 延 男
く 参加 者 〉
文 化 庁 及 び付 属 機 関,博 物 館 ・)き術 館 職t1.諸 大 学 研 究 者 及 び 修 復 技 術 者 等120名。
保存科学部 ・修復技術部
第14回文化財保存修復研究協議会
日 時 昭和60年2月6日(水)
会 場 東京国立文化財研究所会議室
† 題 彩色文化財の記録保存について
(模写)
文化財建造物の障壁画,板絵,建築部材彩色及び装飾古墳の模写は文化
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財保存の重要な一翼である。これら模写に対する考え方及び技法などに
ついて研究協議する。
(発表課題 ・発表者)
(1)東西障壁模写の比較 東京芸術大学美術学部教授 平山 郁夫
(2)文化財保存における模写事業
文化庁文化財保護部建造物課主任文化財調査官 工藤 圭章
〃 美術工芸課主任文化財調査官 渡辺 明義
〃 記念物課文化財調査官 伊藤 稔
(3)建造物の彩色装飾の白模と復元模写
文様画師(選定保存技術保持者)山 崎昭二郎
(4)壁画の現状模写と復元模写 川面美術研究所長 川面 稜一
㈲ 真言八祖行状図の現状模写と復元模写
東京国立文化財研究所美術部長 柳澤 孝
⑥ 装飾古墳の模写
第13回文化財保存科学懇談会
日 時 昭和60年2月20日(水)
場 所 東京国立文化財研究所会議室
東京芸術大学名誉教授 日下喜一郎
本年度より機構を改め,研 究所全体が これに参加 して文化庁側との意見交換の場と
し,調査研究が円滑に推進され,又 文化財保存事業が効果的に運営される事を目的と
して,文 化庁側の担当技官の出席を求めて懇談した。出席者は文化財保護部長,文化
財鑑査官,管 理課,美 術工芸課,建 造物課,記 念物課の担当官である。主に本年度に
おける各部の特別研究,試 験研究,受託研究,一 般研究の成果を報告 し,次年度の調
査研究計画を説明した。特に文化庁側の情報及び資料の,研究所側への受入れ体勢に
ついて話題が多かった。
r
7.国 際 ・国 内交 流
所 長
伊藤所長は,イ クロム(ローマ国際文化財保存セソター)日本政府代表に任命されて
お り,かつその理事及び財政事業委員会委員に選出されているので,昭和59年度も5
一?2
美 術 部
柳澤孝美術部長は米国ニューヨーク,パブ リック・ライブラリーの招1勢により,昭
和59年6月24日から7月13口まで,同館のスペンサーコレクション白描図像類の調査
に出張した。併せてブリア美術館,ボ ス トン美術館等が所蔵する日本及び中国関係の
仏教絵画の調査も行 った。
芸 能 部
三隅治雄芸能部長は,国 際交流靖金の要請により,昭和59年4月6日から5月1日
まで,日本民謡団と同行 してパキスタン・タイ ・マレーシアを訪問し,それぞれの国
で研究者 ・舞踊家 ・音楽家 ・学生を対象に民俗芸能の レクチャーを行い,かつ,各 国
の民俗芸能の調査研究を行った。
佐藤道子演劇研究窒長は,昭和59年12月8日から昭和60年2月6日まで,文部省短
期在外研究員として,イ タリア政府ポンペイ考古局に滞在し,仏 教 とキ リス ト教(主
としてカ トリック)の典礼に関する比較研究を行 った。
保存科学部
馬淵久夫化学研究室長は,国際考古計測学シンポジウム出席のため,昭 和59年5月
13日か ら5月26日までアメリカ合衆国に出張し,青銅器の鉛同位体比に関する研究成
果を発表 した。
新井英夫生物研究室長は,第6回 国際生物劣化シンポジウム出席のため,昭 和59年
7月24日か ら8月18日までアメリカ合衆国に出張 し,未発掘古墳における微生物制御
因子に関する研究を発表した。
三浦定俊主任研究官は,昭和59年8月28日から10月2日まで,フ ランス,デ ンマー
ク,西 ドイツ,ベルギーに出張し,IIC(国際保存学会)大会及びICOM(国際博物館
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会議)保存委員会大会に出席して3編 の研究発表を行 った。
江本義理保存科学部長は,中 日協会の招きにより昭和60年3月3日か ら3月10日ま
で中華人民共和国に出張し,漢墓馬王堆一号墓から出土 した遺体と副葬品の保存に関
し,研究協力を行 った。
修復技術部
第一修復技術研究室西浦忠輝研究員は,昭和59年4月8日か ら12月16日の約9か 刀
間,口 本学術振興会特定国派遣研究者(長期)として,ベ ルギー国,王立文化財研究所
及びブ リュッセル大学において,石 造古建築の保存を目的とした石材の化学処置に関
する調査,研 究を行った。又,こ の間フランス国パ リでのIIC大会及びデンマーク国
・ペンハーゲンでのICOM保存委員会大会に参加 し研究発表を行った。
第二修復技術研究室長増田勝彦は,昭 和59年5月1日から7月16日まで,紙 本文化
財修復のための基礎実技 コースを受持ち,講 義と実技指導を行 うため,ICCROM(イ
タ リァ,ロ ーマ市)とス ミソニアソ研究所CAL(ア メリカ合衆国ワシン トン特別区)
に出張した。
第3三修復技術研究室青木繁夫研究員は,昭 和58年9月10日から昭和59年6月30日
まで、文部省長期在外研究員として,イ ギ リス,・ ンドン大学において金属器の保存
修復処理について研究。
情報資料部
情報資料部長宮次男は,米 国・ハワイ大学で開催された国際会議「日本文化における
法華経」に出席し,「 日本における法華経絵の展開」と題 して研究発表を行った。(59.
12.16^59.12.25)
rr.資料研究室長鶴田武良は,中華人民共和国合肥市で行われた黄山派学術討論会
に川席 し,近 代中国画家の黄山を主題 とした作品を紹介 した(59.5.8^-59.5.27)。ま
た,鈴木文化庁長官の「中国との文化の交流協力についての協議」のための訪中に随行
した。(59.10,14^59.10.24)
●
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国 名
大 韓 民 国
中 華 民 国
ア メ リ カ
〃
ト ル コ
中華人民共和国
〃
大 韓 民 国
ル ー マ ニ ア
ス リ ラ ン カ
〃
ア メ リ カ
〃
中華人民共和国
〃
〃
〃
〃
ア メ リ カ
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
〃
〃
海 外 研 究 者 の 来 訪
所 属
文化広報部文化財管理局文化財企画官室 行政事務官
台湾省政府古蹟文物考察団
ハーバード大学美術 ・建築学科講師
アリゾナ大学
トプカプ宮殿博物館長
上海博物館資料室副主任
上海博物館資料室
文化財研究所
ブカレスト国立美術館
建築家
モラツワ大学建築部長
ボロニア修復株式会社
プリアー美術館保存担当官
敦焼文物研究所訪日文物保護考察組
〃
〃
〃
〃
J.ポー ル・ゲティ博物館装飾美術
保存担当
リンデン博物館
円光大学校副教授
行政院文化建設委員会副主任委員
アリゾナ大学
ペラデニヤ大学考古学部
美術品保存家
ワシントン大学
セプルー工学研究所衛生工学部
中国北京故宮博物院高級工程師
中国都市農村建設環境保護部建築設
計院高級工程師
中国北京故宮博物院工程師
中国北京故宮博物院工程師
国際 ・国内交流
S.59.4.1^60.3.31
!氏 名
金 鍾 嫌
呉 漢 他15名
W.コ ール ドレイ ク
グ リー ン教 授
S.トノレコグル ー
丁 義 忠
王 維 達
李 浩 官
C.プ ラ ド
A.ド ・ボ ス
N,ド ・シル バ
G.サ ンチ ェス
P,ジ ェ ッ ト?
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?
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〃
ア メ リ
〃
カ ナ
?
?
中国都市農村建設環境保護部建築設
計院工程師
中国都市農村建設環境保護部建築設
計院工程師
中国都市農村建設環境保護部建築設
計院工程師
中国文化部文物事業管理局計財処副
処長
中国文化部対外文化聯終局亜洲処
ハンガリー 国立歴史記念物研究所
セントルイス美術館
ユネスコアジア太平洋地域事務所文
化顧問
中国市政専科学校講師
ウィンザー城王立図書館
〃
文化情報省文化財保護室員
コルフアジア美術館
カルフォルニア大学
台湾大学
ペンシルバニア大学
メトロポリタン美術館
プリテイッシュコロンビア大学
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招 へい研究員
昭和53年度より招へい研究員の制度が設け られ,本 年度は国外4名,国 内1名 の研
究員に研究が委嘱 され,下 記のように共同研究が行われた。
1)ギ ャリー ・トムソン(イギリス ナショナルギャラリー科学部長)
共同研究課題 文化財の保存環境
研 究 代 表 老 保存科学部長 江本 義理
委 嘱 期 間59年11月18日～12月16日
2)サ ミデイ ・シスナイヤソト(インドネシア ボロブ ドール保存プロジェクト保存
処置担当主任)
共同研究課題1,イ ンドネシアの建造物の壁画装飾の実情とその保存修復につい
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国際 ・国内交流
て
2.石 の劣化とその修復について
研 究 代 表 者 保存科学部長 江本 義理
委 嘱 期 間59年11月17日～12.月1日
3)ワ ニパー ・ナ ・ソンクラー(タイランド考古局壁画保存部保存担当官)
共同研究課題 東洋壁画の保存修復の研究
研 究 代 表者 修復技術部長 鈴木 友也
委 嘱 期 間59年11月17日～12月18日
4)金 束賢(韓国 国立文化財研究所保存科学研究室長)
共同研究課題 文化財保存修復の研究
研 究 代 表者 修復技術部長 鈴木 友也
委 嘱 期 間59年11月18日～12月1日
5)奥 平 俊六(大阪府立大学総合科学部 日本文化講座IIN}師)
共同研究課題 日本絵画における画中画の研究
研 究代 表 者 情報資料部長 宮 次男
委 嘱 期 間60年2月12日～3月28日
職員の海外出張及び 研修旅 行
①渡航先 ②日的 ③期間 ④ 旅費のfl途
三隅 治雄
① パキスタン,タイ,マ レーシア各国
② 日本民謡についてのレクチャー及び訪問国の民謡芸能の調査
●59.4.6^59.5.1
④ 国際交流基金
西浦 忠輝
① ベルギ ㍉ー フランス,デ ンマーク他
② 石造古建築の保存を口的とした石材の化学処置に関する調査,研 究
●59.4.8-　59.12.16
④ 日本学術振興会
一?7一
事増田
0
0
0
④
伊藤
①
O
O
④
鶴田
OO
O
OO
④
馬淵
0
0
0
④
三隅
0
0
3
④
柳澤
①
OO
3
業
勝 彦
イ タ リア,ア メ リ カ合 衆 国
紙 本 美 術 品修 理 コー ス の実 施 ・監 督
59.5.1^-59.7.1?
イ ク ロム
延 男
イ タ リァ,ド イ ツ民 主 共 和 国
イ ク ロム総 会 及 び理 事 会 並 び に イ コ モ ス総 会 出席
59.5.3^59.5.19
文 部 省
武 良
中華 人民 共和 国
紀 念 漸 江 大 師 逝 世320周年 黄 山画 派学 術 討 論 会 出席
59.5.8^-59.5.27
白 費
久 夫
ア メ リカ合 衆 国
1984国際 考 古 計 測 学 シ ンポ ジ ウ ム出 席
59.5.13^-59.5.26
白 費
治 雄
大 韓 民 国
大 韓 民 国 民 俗 芸 能 の調 査
59.5.24～59.5.31
国際 交 流 基 金
孝
ア メ リカ合 衆 国
ス ペ ンサ ー コ レ クシ ョ ンの 日本 美 術 の 調 査
59.6.24-X59.7.13
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国際 ・国内交流
④ スペンサーコレクション
伊藤 延男
① ノルウェー国
② ユネスコ,イクロム及びノルウェー技術研究所(NIT)が共同で開催する「木
の保存技術に関す る講習会」での講師
●59.7.11^-59.7.20
④ イクロム
新井 英夫
① アメリカ合衆国
② 第6回 国際生物劣化 シンポジウム川席及びアメリカにおける文化財保存科学
調査
a59.7.21-　59.8.18
④ 白 費
三浦 定俊
① フランス,デ ンマーク,西 ドイツ,ベ ルギー各国
②IIC及びICOM保存委員会大会出席
●59.8.28^59.10.2
④ 自 費
鶴田 武良
① 中華人民共和国
② 中華人民共和国との文化交流,協 力についての協議及び文化事情視察
●50.10.14^-59.10.24
④ 文部劣,中華人民共和国
伊藤 延男
① イタ リア国
② イクロム財政事業委員会出席
●59.11.9^59.11.16
④ イクロム
佐藤 道子
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事 業
① イタリア,スペイン,フランス,イギ リス各国
② 宗教儀礼の比較研究
0359.12.8^-60.2.7
④ 文部省在外研究員旅費
宮 次男
① アメリカ合衆国
② 国際会議「日本文化における法華経」の出席とホノルル美術館の日本絵画調査
●59.12.16^59.12.25
④ ハワイ大学他
江本 義理
① 中華人民共和国
② 漢墓馬王堆一号墓出土遺体及び副葬品の保存に関する中国研究者との共同研
究
●60.3.3-X60.3.10
④ 中日協会
一80一
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V.研 究施設 ・設備
1.蔵 書
美術関係図書
日本 ・東洋古美術,日 本近代 ・現代美術,西洋美術の全般にわたる研究書を中心に,
関'ii図再,各 種叢魯,辞 典類など和漢荘}(37,646),洋書(3,991),計41,637冊のほか,
各都道府県市町村教育委員会編集の文化財関係報告書,美 術関係雑誌,紀 要類,売 立
目録,展 覧会fl録などを所蔵 し,部内外及び研究所外の研究者の利用に供している。
芸能関係図書
雅楽 ・、～}事・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸,そ の他わが国の
伝統芸能の研究に必要な図,-7,278冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第
1次)・テア トロ(第1次)・新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究・
旅と伝説などの雑誌,それに声明本 ・稲本 ・難子手付本 ・丸本などの台本 ・譜本も収
集している。
保存科学 ・修 復技術関係 図書
古来の伝統的生産及び工芸技術魯,技 術史,又 は数少ないそれらの科学的究明を試
みたもの,修理工事報告書,及 び化学 ・物理学 ・生物学部門の保存科学に関連ある和
洋雷を合わせて2,484冊を所蔵 している。
過去3年 間における収書数と総計は次表のとおりである。
区 分
美 術 関 係
トi和囎 障 書
芸 能 関 係 保存科学 ・修復技術関係
和囎 洋 漸1囎i洋 訓
57年 度822冊39冊438冊
58年 度337〃34〃281〃
59年 度609〃17〃124〃1
織Ci37,646〃3,99・ 〃7,334〃{
一81一
0川}26Ⅲ}
3〃19〃
・〃118〃
68〃11・516〃1
24fll},
32"1
30〃1
968"ll
lト
?
???
1,349冊
706〃
798〃
51,523〃
研究施設 ・設備
2.出 版 物
美術部 ・情報資料部
(1)美術 研 究
昭和7年 より同60年3月までに通算331号を刊行 した。
(2)日本美術年鑑
昭和11年創刊。毎年1冊(ただし昭和19～21,同22～26,同49～50年は各合冊)出版
し,昭和60年3月までに40冊を刊行した。
(3)その他の出版物
支那古版図録
吉備大臣入唐絵詞
徽宗纂張萱掲練図
鳳風堂雲中供獲仏
桃山時代金碧障壁画
富貴寺壁画
印度及南部アジア美術資料
光悦色紙帖
菱田春躯
能恵法師絵詞
宮素然筆明妃出塞図巻
日本美術資料
日本美術資料
日本美術資料
日本美術資料
日本獲術資料
近代日木美術資料
近代日本美術資料
近代日本美術資料
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(美術研究資料第11紐1)
(美術研究資料第2輯)
(美術研究資料第3輯)
(美術研究資料第4輯)
(美術研究資料第5輯)
(美術研究資料第6輯)
(美術研究資料第7輯)
(美術研究資料第8輯)
(美術研究資料第9輯)
(美術研究資料第10輯)
(美術研究資料第11輯)
第1輯
第2輯
第3輯
第4輯
第5輯
第1輯
第2輯
第3輯
Iliill7
11`{不it9
昭不II10
昭和11
昭和12
11召禾013
昭和14
昭和14
昭 和15
昭 和15
μでイ不016
昭 和13
11(;不1114
11;不1115
P召禾日16
昭 和17
昭 和23
昭和24
昭和26
亀墨跡資料集
墨跡資料集
墨跡資料集
源氏物語絵巻
黒田清輝素描集
栄山寺八角堂
栄山寺八角堂の研究
法隆芋金堂建築及び壁画の文様研究
黒田清輝作品集
高雄曼茶羅
明治美術基礎資料集
東洋美術文献日録
東洋美術文献口録続編
東洋古美術文献目録
美術研究索引
美術研究総目録
東洋美術文献目録
日本東洋古美術文献目録
明治以降昭和10年まで
昭和11年～同20年
昭和21年～同25年
第1号 ～第100号
第1号X230号
明治以降昭和10年まで(再刊)
昭和11年～同40年
日本絵画史年紀資料集成(10世紀～14世紀)
出 版 物
第1輯 昭和24
第2輯 昭和24
第3輯 昭和26
昭和24
昭和24
昭和25
昭和26
昭和28
昭和29
昭和41
昭和50
昭和16
昭和23
昭和29
昭和16
昭和40
昭和42
昭和44
昭和59
ほかに科学研究費補助金(研究成果刊行費)の交付を受け,又は本研究所の監修で
刊行された図笹は次のとおりである。
光学的方法による古美術品の研究
東京国立文化財研究所光学研究班編
梁楷
醍醐寺五重塔の壁画
平安時代世俗画の研究
近代日本美術の研究
黒田清輝
美術研究所編
高田 修編
秋山光和著
隈元謙次郎著
隈元謙次郎著
、書胡1弘文館
便利堂
占川弘文館
吉川弘文館
大蔵省印刷局
日本経済新聞祉
li'{不030
11♂{禾1]32
昭 和34
昭 和39
昭 和39
昭 和41
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秋山 光和扇
面法華経 柳澤 孝著 鹿島出版会
鈴木 敬三
金字宝塔曼陀羅 宮 次男著 吉川弘文館
黒田清輝素描集 東京国立文化財研究所編 日動出版
芸 能 部
標準日本舞踊譜 創芸社
音盤目録1東 京国立文化財研究所芸能部編
辮 準躰 鋤 譜 創思祉
芸能の科学1一 芸能資料集1四 匿鶴屋南北作者年表
芸能の科学2一 芸能資料集H鮫 の神楽台本集成
音盤日録II東 京国立文化財研究所芸能部編
東大寺修二会 観音悔過(お水取り)
東京国立文化財研究所芸能部監修1]本 ビクター
芸能の科学3一 芸能論考1
東京国立文化財研究所芸能部編 平凡祉
芸能の科学4一 芸能資料集皿
東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社
芸能の科学5一 芸能論考Ⅱ
東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社
芸能の科学6一 芸能調査録Ir東大寺修二会の構成と所作」(上)
東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社
芸能の科学7一 芸能調査録HL東大寺修二会の構成と所作」(中)
東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社
芸能の科学8一 芸能論考皿
東京国立文化財研究所芸能部編
芸能の科学9一 芸能論考IV
東京国立文化財研究所芸能部編
rfl録m東 京国立文化財研究所芸能部編
.,
昭和47
昭和50
昭和57
昭和35
μ召不041
11;;X1141
Ali;不042
Ali不042
H召禾046
1i;;1146
11召不日47
昭和48
昭和49
11不1.150
Hr{不052
昭和52
昭 和53
昭和53
出 版 物
芸能の科学10一芸能論考V
東京国立文化財研究所芸能部編
芸能の科学11一芸能論考VI
東京国立文化財研究所芸能部編
芸能の科学12一芸能調査録皿 「東大寺修二会の構成と所作」(下)
東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社
芸能の科学13一芸能調査録VI「東大寺修二会の構成と所作」(別)
東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社
芸能の科学14一芸能論考VH
東京国立文化財研究所芸能部編
晋盤目録III改訂版 東京国立文化財研究所編
芸能の科学15一芸能論考～皿
μ召不1154
II;;1155
(lia不055
μ召不057
II不057
1i召禾「158
11召牙ミロ59
保 存科学部 ・修復技術部
(1)保存科学
昭和39年3月創刊になる保存科学部 ・修復技術部の機関誌で,年1回 の刊行により
昭和60年3月迄に24号を刊行した。
(2}受託研究報告 重要文化財円成 芋本堂内陣彩色剥落どめ他18件 昭和35～昭和42
⑧ 表具の科学(特別研究 ・軸装等の保存及び修復技術に関する科学的研究報告書)
昭和53
(4)石造文化財の保存と修復(昭和52～50年度特jfl」研究報告書)昭 和60
●
国 際 研 究 集 会 報 告 書
ProceedingsofInternationalSymposiumontheConservationandRestoration
ofCulturalProperty.
ThelstInternationalSymposium
Nov.24-28,1977,Tokyo,NaraandKyoto,Japan
‐ConservationofWood‐(1978)
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βf多℃施 設 ・設tiiii
1'lic2ndInternationalSymposium
Nov.27-30,1978,TokyoandTsukuba,Japan
‐CulturalPropertyandAnalyticalChemistry‐(1979)
"1'h
c3rdInternationalSymposium
Nov.26-29,1979,Tokyo,Japan
‐ConservationofFarEasternArtObjects‐(1980)
"1'h
c4tliInternationalSymposium
August.G--9,1980,Tokyo,Japan
‐PreservationandDevelopmentoftheTraditionalPcrforminb
Arts-(1981)
The5thInternationalSymposium
October6-9,1981.Tokyo,Japan
‐lnteregionalInfluencesinEastAsianArtHistory-一(1982)
The6thIntcrnationalSymposium
November1-6,1982,TokyoandSaitama,Japan
‐theConservationofWoodenCulturalProperty‐(1983)
The7thInternationalSymposium
November17-21,1983,Tokyo,Japan
‐ConservationandRestorationofMuralPainting(1)‐(184)
?
?
資
??
美術関係 資料
実物 よりのrI.,7による'ゲ真を'含む'く戸真資)糾のf乍1,k;aSk11!と,1臆入∫ゲ真,複 写'ゲ真
による補足整備に加えて,印刷物中の図版をもおさめるという方式で,当研究所設立
当初より…一貫して力を注いできた写真資料を有する。それらは日本東洋古美術,日 本
近代 ・現代美術,西洋美術の全域にわた り,それぞれ絵画,書蹟,彫 刻,工 芸,建 築
等の.r部門に及ぶ。特別大型のものから小型のものまで総数凡そ26万点,原 板保有最
4SGkぽ3分の1に あた り,別にマイクロ ・フィルム255巻がある。写真資料のほか,
拓'本,作家伝記資料,落款印章資料,近 代 ・現代作家 ・団体 ・作品資料,資 料スクラ
:.
、
層
`
4.
もッ プ等 と,図 書 カ ー ド,図 版 カー ド,各 種 索 引 類 な ど多 数 。
資 料
芸能 関係 資料
レコー ド・録音テープ ・写真(8ミ リ・16ミリシネを含む)等による芸能資料を多数
そなえている。 レコー ドには,毎年各製作会社から発売される伝統芸能関係レコー ド
のほか,昭 和35年度文部省機関研究費によって購入 した安原コレクション レコー ド
5,450枚が含まれている。安原コレクションは,明 治 ・大正 ・昭和三代にわたって発
売された各種邦楽レコー ドを網羅 したもので,近 代における邦楽の実態と変遷を知る
上で貴重な資料である。録音テープ及び写真は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺
院行`拝・民俗芸能その他の伝統芸能を対須に記録 してきたもので,奏 演法の解析を中
心とした写爽 ・テープ,あ るいは各種文轡の記録写真等も含んでいる。種別による所
蔵数は次のとおりである。
1録 音 テ ー プiシ ネフィルム 1ビ デオ区 分 レコー ド
従来斌lpCM斌8mm・6mmテ ープ
????????
????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?????
昭和59年度
計
28〃
7,026〃
40本1
-一 一一1
40〃
2〃
82〃
198本
0〃
6・〃1
2,590〃
0〃
198〃
4本
0〃
0〃
4〃
80本
25〃
30〃
135〃
■ 4.機 器 ・設 備
美術部 ・情報資料部
機 器
1.X線 透過撮影装置
(1)可搬式 ソフテックスall(irL`(J型)
② 可搬式 ソフテックス装置(新J型)
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研究施設 ・設備
(3)携帯用ソフテックス装置(E型)1式
2.紫外線照射装置
(1)可搬式照射装置(フィリップス紫外線ランプ及び専用 トランス)2台
(2)携帯用紫外線検査器1台
3.顕 微鏡装置
(1)双眼実体顕微鏡及び写真装t-i.1式
② 新型双眼実体顕微鏡及びカラー顕微鏡写真同時撮影装置(可動支持台及
び携帯用スタンド)1式
(3)検査顕微鏡用側視鏡ユニット・モノフォト装置1式
(4)比較顕微鏡型皿型1式
4.赤 外線テ レビ関係設備
口)移 動式架台1式
(2)テレビカメラ(ライ ト,ズームレンズ付)1式
(3)ビデオ装置1式
(4)モニターテレビ2台
(5)高解像モニターテレビ1台
(6)赤外線テレビカメラ架台および三脚1式
5.マ イクロ写真関係設備
(1)マイク・写真撮影装置(自動現像機,プ リンター,引 伸機 ・乾燥機等付)
1式
(2)ポー タブル ・マイクロ写真撮影装置1式
(3)マイクロ閲読機(ルーモ社製)3台
(4)リー ダープリンター1台
6.デ アスコープ(視聴覚教育装置)1台
7.カ メラ類
(1}リンホフカルダン1台
(2)リンホフテヒニカ3台
(3)コメット・ス トロボCP-1200DX1台
(4)工業用ファイバースコープ1式
..
?
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機器 ・設備
●
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8.引 伸 機
(1)オ メ ガ(4×5)
(2)フ ジA690
(3)フ ジS69
(4)オメ ガ(5×7)
9.複 写 台
(1)コピ ース タ ン ド(1300)
(2)スラ イ ドコ ピアMD400
10.乾 燥 機FCオ ー ト(全紙)
11.ド ラ イ'?ウン ト シ ール コマ ー シ ャル210M
ドラ イーrウン ト シ ール コマ ー シ ャル70
12,マ ル チ カ ー ドセ レク ター(HAC841S型)
13,複 写 機 ハ イ カー ドL
14.製 本 機
(1)サー マ イパ イ ン ドT200
(2)ホ リゾ ン:・
(3)電動 断 裁 機PC-45
15.プ ロ ジェ クタ ー キ ャピ ンAF-2500
16,タ イ プラ イ タ ー オ リベ ッテ ィET-221
2台
1台
1台
1台
1台
1台
2台
1台
1台
1式
1台
1台
1台
1台
1台
1台
も
亀
芸 能 部
機 器
1.分 析 機 器
(1)ピ ッチ レコ ー ダ ー
(2)メ ロ グラ フBT型
2.オ ー デ ィオ関 係 機 器
(1}レコー ドプ レー ヤ ー
② テ レ ビ
(3)テー プ レ コー グー
1台
1式
8台
2台
181;
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研 究 施 設 ・設 備
(4)ビデ オ テ ー プ レ コー ダ ー
㈲ ス テ レオ音 声 調 整 卓
(6)ス ピー カ ー
(7}テー プ ダ ピ ン グシ ス テ ム
(8}麗外 取 材 用 音 声 機 器 シ ス テ ム
(9)P.C.M.音響 シ ステ ム
3.撮 影 ・影 写 機 器
(1)16mm撮影 機
(2)16mm映写 機
(3)8mm撮 影 機
(4)8mm映 写 機
(5)35mm写其 機
(6}35mmマ イ ク ロ フ ィル ム解 読 装 置
(7)16mmマ イ ク ロ フ ィル ム解 読 ・複 写 装 置
(8)16mmマイ ク ロ写 真 機
(9》16シネ フ ィル ム分析 装 謄
(10)リー ダー ・プ リン ター
(11)ビデ オ カ メ ラ
(12)ビデ オ バ ッテ リー
4.照 明 器 具
(1}スタ ジナ 用照 明 器 具
5.楽 器
(1)ピア ノ
② 箏
保 存科学部 ・修復技 術部
1.機 器
(1}サンシャインスパーロングライフウェザーメーター(劣化促進試験機)
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5台
1台
4個
1式
1式
1式
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
1式
1台
1面
1台
t
8
'
4も
(2)万能試験機(島津,オ ー トグラフ,イ ンス トロン型,10トン)
(3)回折格子光照射器
(4)紙耐揉強度試験機
(5)衝撃試験機(シャルピー,ア イゾット兼用)
(6)紙耐折試験機(MIT)
(7)凍結融解試験機(コイ トトロンHNL-・T将殊型)
(8)シュミットハンマー(圧縮強度測定用)
(9)カラーコンピューター(スガ試験機SM-3)
2.顕 微鏡装置
(1)金属顕微鏡
② 生物顕微鏡
(3)表面アラサ顕微鏡
(4)万能顕微鏡
(5)走査型電子顕微鏡(JSM-50A型)
3.分 析 装 置
機器 ・設備
(1)ガスクロマ トグラフ(ガス分析,水 素イオン化検出器 ・熱伝導検出器 ・
熱分解装置付)
(2)ポー ターガスアナライザー(MIRAN-1型)
③ 回折格子自記赤外分光光度計
(4)〃 赤外顕微鏡
(5)自動記録式示差熱天秤
㈲ 炭素 ・水素 ・窒素分析計
(7)光電分光光度計(自記)
(8)螢光X線分析装置(標準型及び非破壊用大型試料台つき)
(9)可搬式螢光X線 分析装置(現場可搬用)
(10)X線回折装置及びデパイシェラーカメラ,
⑪ 文化財測定用X線 回折装置
(12)発光分光分析装置(MI型)(高圧整流スパーク,直流ア_ク)
(13)カラム用循環恒温槽
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ラウエカメラ(結品同定)
1式
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1式
1式
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
ー
?
ー
?
?
?
?
?
?ー
??
?
?ー
ー
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研究施設 ・設備
(ω超音波洗浄機
(15)細管式等速電気泳動装置
α6)赤外分光光度計
(切 固体用質量分析計
㈹ 原子吸光光度計
4.非 破壊検査装置
(1}工業用X線発生装置(60KVP,4mA)
(2)工業用X線発生装置(200KVP,8mA)
(3)Cs-137γ線線源(透視用2Ci)
(4)赤外線TVカ メラ装置
(5}超音波探傷器UFC-201型
(6)超音波式 コンクリー ト試験器
(71〃 原み測定器
(8)シングアラウンド式音速測定装GrpUVM-2
5.物 性測定機
に)粒 度分布測定装置
② 熱膨張計
(3)レナメーター(粘性試験用)
(4)直読式動的粘弾性測定器
(5)真空蒸着装置(表面薄膜形成用)
(G)簡振盤機(標準フルイ付)
(7)明石ロックウエル硬度計ARK-B
(8}ゴニオメーター(接触角測定機)
(9)ゼー ター電位測定装置
(10)PHメーター
pl)透水試験機
(12)表面張力測定機
(13)万能デジタル計測システム(ユーカム8)
(14)フィール ドメモ リー
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1台
1台
1台
1式
1式
1式
1台
1個
1式
1台
1台
1台
1式
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
??
?
??
?ー
??
?ー
ー
?
??
?
?ー
ー
??
1
?
?
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6.照 明及び温湿度装置
(1)恒温恒湿室(5～40°C,40～90%)
(2)自記分光放射計(光源の分光測定)
(3)ライ トガイ ドカラーメーター(色彩測定)
(4)恒温恒湿槽(0°～40°C,20～90%)
(5)風速計(熱式)AMO1
(6)サー モ ダックII
(7)髄亙温恒湿イ曹(-30°～80°C,5～95%)
(8}卓上型恒温恒湿器
(9)紫外線強度計
7.殺 虫殺菌装置
(1)滅菌装置
② 滅圧殺虫装置
(3)ガス滅菌装置GS-15特型
8.生 物実験用機器
(1》超低温槽(-50°C)
(2)7令法口遠'亡♪機(-20°～5°C)
(3)ピンホールサンブラー
9.環境汚染測定装置
(1)粉塵計(記録装置付)
② 悪臭分析装置
10.修復処置装置
(1)真空凍結乾燥装置
(2)減圧含浸装置
(3)エヤーブラッシュ装置
(4)合成樹脂圧入装置
(5)水浸木材用含浸装置
(6)熱風恒温乾燥機
(7}装潰用備品
一93一
機器 ・設備
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
ー
?
??
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?
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2台
1台
1台
1台
1台
1台
1式
1式
1式
1式
1式
1式
1式
1台
1式
研究施設 ・設備
(8)万能 木工 機
(9)漉 霊1炎機
(10)超音 波発 生 装 置
(11)蒸 溜 器
(12》ライ ス タ ー熱 風 機
(13)ダス テ ィー バ ッ ク
(14)定温 乾 燥 器
(15)斜光 照 明 装 置
11.情 報 処 理 装 置
(1>'::11シ ス テ ム
12.ク リー ンル ー ム 設 置
昭 和60年1月,保 存 科 学 部 のi
た 。
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1台
1式
1式
"°室(17m")を改 造 し ク リー ンル ー ムを 設 置 し
◎
'
5.黒 田記念室
黒田記念室は,本 研究所の創立者故帝国美術院長子爵黒田清輝の功績を記念するた
めに設けられた陳列室であって,黒 田清輝の油絵 ・素描 ・写生帳等を収蔵している。
創立当時主として黒田家から寄贈されたものは,油絵125点,素描170点,写生帳等
であるが,そ の後黒田照子夫人,樺 山愛輔,田 中良氏等からの寄贈が加わった。収蔵
品の主なるものは,「知 ・感 ・情」・「花野」・「湖畔」・「赤髪の少女」・「もるる日影」・
「温室花壇」等である。
昭和52年度より,黒田清輝r昂lllの地方巡lll1展を行い,本年度は広島県立美術館で開
催した。
なお,同 記念室は次のとおり一一般に公開 しているが観覧のLI時は毎週木曜11午後1
時から同4時 までとし,観覧を停止する日は次の通 りとなっている。
祝 日
開所記念日(10月18日)
年末年始(12月25日から翌年1月6日 まで)
夏期(7月21日から8月31日まで)
?
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?必要があるときは日時を随時変更することがある。
6.閲 覧 室
本研究所情報資料部の図書写真及び各種研究資料は主として研究者 ・学者 ・美術関
係専攻の学生等の利用に供している。年間の閲覧者数は,約400名である。
?
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